
～ 新しいつながり ささえあうまち 我 孫 子 ～ 

第６次我孫子市地域福祉活動計画 

（令和４年度～令和８年度） 

中間評価報告まとめ 

基本理念：安心とゆとりのまち 住み続けたいまちづくり 

目次 

・第６次我孫子市地域福祉活動計画 中間評価報告まとめ・・・P1

・市社協 中間事業評価一覧 ・・・P5

・地区社会福祉協議会 中間評価 ・・・P13

令和７年３月１８日 

社会福祉法人 

我孫子市社会福祉協議会 

会長 鈴木 壽幸 

1



我孫子市社会福祉協議会 進捗評価表 

■■今後の重要・拡大事業■■ 

〇ボランティア育成事業 

〇生活支援体制整備事業（市委託事業） 

地区社会福祉協議会 進捗評価表 

■■今後の重要・拡大事業■■ 

〇出張茶話会 

〇ぶらり散策 

〇こほく・あらき福祉まつり 

〇高齢者見守り事業 いきいき塾 

〇湖北台敬老お楽しみ会 

〇見守りネットワーク推進事業 

〇健康マージャン教室 

〇スマホ教室  

基 本 目 標 
A：十分 

できた 

B：概ね 

できた 

C:あまりでき

なかった

D：取り組めな

かった

１.広げよう、つながりの輪 43％ 39％ 17％ 0％ 

２.学び、理解し、共にあゆむ 36％ 55％ 9％ 0％ 

３. 支援が必要な人たちを支える 29％ 57％ 14％ 0％ 

４.一人ひとりが参加できる仕組み

づくり 

36％ 61％ 3％ 0％ 

５.安心と安全を守る取り組み 0％ 50％ 50％ 0％ 

全 体 34％ 54％ 12％ 0％ 

地 区 社 協 
A：十分 

できた 

B：概ね 

できた 

C:あまりでき

なかった

D：取り組め

なかった

我孫子北地区社会福祉協議会 67％ 15％ 4％ 14％ 

我孫子南地区社会福祉協議会 78％ 20％ 2％ 0％ 

天王台地区社会福祉協議会 67％ 21％ 9％ 3％ 

湖北・新木地区社会福祉協議会 65％ 20％ 5％ 10％ 

湖北台地区社会福祉協議会 68％ 6％ 3％ 23％ 

布佐地区社会福祉協議会 57％ 16％ 0％ 27％ 

全 体 67％ 15％ 4％ 14％ 
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【１】全体の進捗状況 

社協全体の進捗評価は、Ａ（十分できた）とＢ (概ねできた）の合計が 88％で、また、地区社協全体でも 82％であり、当初の計画のと

おり『地域福祉を推進』が着実に実行できている。 

参考１)全体の進捗割合 

各地区社協で、Ｃ（あまり取り組めなかった）やＤ（取り組めなかった）があるが、Ｃ評価の事業については、当初の目的と地域課題

が合わなくなった、利用者が減少したため開催方法を検討する必要があるなどの課題がみられた。また、Ｄ評価の事業については、担い

手不足により取り組めなかった、他団体が似た事業を展開していることから必要性がみられないなどの理由があった。 

まちづくり協議会や自治会と共に新規事業の検討をしたが、実施には至らなかったという事業も複数みられた。その他、高齢者の ICT

活用についてのニーズがみられ、市社協及び各地区社協でスマホ教室の開催が増加した。 

参考２)活動方針（地区社協）と支援方針（市社協）の評価 

市社協・ 

地区社協全体 
A：十分できた B：概ねできた C:あまりできなかった D：取り組めなかった 

59％ 25％ 6％ 10％ 

方針の事業数(延べ数) 

団 体 名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 合計 

我孫子北地区社会福祉協議会 ９ ４ ０ ２ １５ 

我孫子南地区社会福祉協議会 １６ ２ １ ０ １９ 

天王台地区社会福祉協議会 ２２ ７ ３ １ ３３ 

湖北・新木地区社会福祉協議会 １１ ２ ２ ３ １８ 

湖北台地区社会福祉協議会 １２ ３ １ １ １７ 

布佐地区社会福祉協議会 １７ ５ ０ ８ ３０ 

地区社会福祉協議会 全体 ８７ ２３ ７ １５ １３２ 

我孫子市社会福祉協議会 １８ ２６ ８ ０ ５２ 

合計 １０５ ４９ １５ １５ １８４ 
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【２】今後の取組み 

地区社協の評価見直し作業の中で、コロナ禍後の新規事業として、顔の見える関係づくりを目的に事業（出張お楽しみ昼食会など）を

立ち上げている。また、高齢者の ICT 活用について知りたい、利用したいというニーズがみられ、市社協および各地区で「スマホ講座」

の開催に着手している。市社協のスマホ教室は、月２回テーマを決めて募集をしており、毎回定員を超える予約の申し込みをいただいて

いる。各地区社協でも開催を増やす検討をしており、講師の人材の確保が課題とされている。 

また、「委員の担い手不足（委員の高齢化）」などの課題があるとともに、地域のニーズや情報把握・共有のために多職種との連携の重

要性についても挙げられた。地域活動を支える担い手の高齢化については、少子化・核家族化が進み、生活様式が多様化していることで、

地域のつながりが希薄化し、活動の担い手や活動の規模が縮小している現状がある。 

今後は目標 1の活動方針 3「関係機関とのつながりを支援します」を推進し、他機関との協力関係の強化を図り、事業を遂行しやすくす

ること。また、目標 4「一人ひとりが参加できる仕組みづくり」の活動方針 1 「ボランティア・市民活動ができる場を提供します」を推

進し、地区社協活動やボランティア活動に参加できる機会を増やすとともに、地域資源（人材）の発掘などの取組みが重要と思われる。

市社協でも地区社協と関連機関や多職種とのコーディネート、福祉ネットワークの構築、ボランティア参加の促進など地区社協活動に協

力いただける担い手の募集・調整を、より一層支援する必要がある。 
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市社協　中間事業評価一覧

１．広げよう、つながりの輪

支援方針 事業番号 市社協の主な支援事業
進捗
評価

地域への影響（成果） 今後の課題
今後の
評価

３－７ 福祉行事備品貸出事業 A

・自治会にパンフレットを配布したことで、地域の
認知度は上がった。
・地区社協や自治会等、よく貸出をする団体に聞き
取りを行い、綿あめ機やかき氷機等、おまつりの道
具などのニーズがあることが確認できた。

・まったく貸出がない備品については、リストから
削除するか今後検討する必要がある。

推進

４－３ 我孫子市子ども食堂ネットワークの支援 B

・立ち上げ支援講座に２５名参加していただいた。
興味を持つ人は多い。
・講座を受講した方の中で、立ち上げには至らな
かったが、別のきっかけで興味を持たれた方に対し
て支援を行い、３団体の子ども食堂へ立ち上げ支援
を行った。

・講座を受講した方で立ち上げに至らなかった反省
点を踏まえ、講座内容についてアンケートを行い内
容を調整する。
・参加者の中には、「場所の提供」「運営したい」
など目的の違う人が混在しているため、参加者同士
の交流の場を設けることで繋がりができるよう支援
したい。

推進

４－４ 我孫子市子どもの学習支援ネットワークの支援 B
・当初は塾に通うことのできない困窮世帯を対象と
していたが、自身の居場所として教室を利用する方
もいる。

・関係者間では当初の目的から第３の居場所づくり
へ目的を変遷させるべきなのでは、といった声が上
がっている。

推進

６－１ 福祉ショップ＆軽喫茶ぽぽら B

・バリアフリーの喫茶店を駅近で展開することによ
り、地域の人々に交流の場を提供することができ
た。
・障がい者福祉施設と連携して福祉ショップを運営
することで、地域の人々に障害に関わる事業所を知
るきっかけづくりを行った。

・実習の受け入れについては、今後も特別支援学校
や関係各所へのPRを継続することで、募集してい
く。

推進

６－２ 集いの場コミュニティカフェ事業 A

・参加者から家族会へ紹介をいただく等、当事者間
でのつながりを作ることができた。
・定期的なアンケート等実施し、参加者のニーズを
聞き取り、以降の企画に反映させることができた。

・caféつぼみは当事者以外の参加企画の検討が難し
いため、今後も補聴器の試用や相談、難聴体験等の
イベント開催を検討していく。

推進

６－６ あびこカッパまつり（参画事業） A
・にじプログラムなど、他事業からの働きかけで興
味を持たれる方もいた。

・あくまでも参画事業であるため、参画団体の発掘
を主導することができない。主体団体をどのように
サポートしていけるのかが課題。

推進

３－２ ささえあい活動推進事業 B
・精神疾患をお持ちの方を対象としたサロンを１団
体、子ども食堂３団体の立ち上げ支援をした。

・現在は市社協の会員団体に対して助成申請を募集
しているが、今後は対象を拡大していく予定。

推進

９－３ 西部福祉センター（市指定管理事業） C 廃止

支援方針１
交流の場に関する情報提供、
仲介などの支援をします

支援方針２
生きがい、仲間づくりを支援します

・令和６年度末で事業が廃止となることから、現在利用されている方には「つつじ荘」の紹介をしている。
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３－１ 生活支援体制整備事業（市委託事業） A

・地区社協連絡協議会等で事業の説明を行い、地区
社協のささえあい活動や自治会、マンション内での
助け合い組織など、少しずつではあるが生活支援
サービス提供団体が増えてきている。

・民生委員や自治会長等、地域で活動されている
方々との連携を図るため、民協や地区社協の活動に
参加していく。

拡充

３ー４ 福祉施設支援事業 C
・マルシェの立ち上げ支援を行い、福祉施設や企業
と地域住民の交流の場を作ることができた。

・求人やボランティアに関する情報を提供できるよ
うにするため、どのような支援が求められているの
かアンケート調査を実施していく予定。

推進

５－６ あびこ福祉バザー（参画事業） C 廃止

６－２ 集いの場コミュニティカフェ事業 A
・広報紙を毎月発行し、関係各所へ送付。事業の認
知度向上に努めた。

・ICT支援事業所および市内の講座等の情報収集を行
い、潜在ニーズへの対応として、café全般、講座や
イベント等の周知の仕方を検討する。

推進

６－３ あびこ福祉まつり（参画事業） B
・参画団体の減少がみられる原因として打ち合わせ
にかかる負担が挙げられたため、協議体の在り方を
検討、回数を減らす方向で調整を行った。

・他イベントと日程が重なったり、コロナ禍の影響
もあり、減少傾向となっているが参画団体からは事
業継続が望まれているため開催規模を含め、今後の
在り方を検討する必要性がある。

推進

６－４ ホップステップふれあいキャンプ（参画事業） B
・野外活動を通じて、障がい者とボランティアの交
流を深めることができた。

・関わりが難しい障がいの方にボランティアの方が
段階的に関われるよう配慮が必要。

推進

６－５ JOY！JOY！クリスマス会（参画事業） A
・障がいがある方もそうでない方も、分け隔てなく
広く参加を呼び掛けることで、障がいにとらわれな
い、地域共生社会の推進に努めた。

・実行委員の減少が懸念されているため、呼びかけ
を継続していく。

推進

６－６ あびこカッパまつり（参画事業） A
・参画団体の担い手不足があったが、ボランティア
派遣にて人手不足を解消することができた。

・参画事業であるため、主体となる実行委員に対し
てどのようにサポートしていくのかが課題。

推進

７－７ 高齢社会への対応を探る会（参画事業） A
・地域高齢者の困りごとについてまとめ、市の関係
各課へ伝えた。

・地区の中では対応しきれないことが多く、市内全
域で福祉サービスや医療など情報共有する必要があ
る。

推進

３－１ 生活支援体制整備事業（市委託事業） A
・日常の買い物に困っている地域の皆さまから寄せ
られた要望に応え、移動スーパーを開始。

・地域によって、移動販売についての情報が行き
渡っていないことがわかったため、情報の周知が必
要。

拡充

３－３ 自治会活動推進事業 C
・自治会活動情報誌で「防災で地域をつなぐ先進事
例」や近隣との疎遠化による見守りの困難を解決す
る仕組みを紹介した。

・役立つ情報の提供に努めたが、社会情勢によって
い変容する生活課題にはその都度対応が求められる
こともある。

推進

６ー１ 福祉ショップ＆軽喫茶ぽぽら B
福祉ショップを運営することで、地域の人々に障が
いに係る事業所を知るきっかけづくりを行った。

・インターネット販売は、費用や運営管理が難しい
等の理由により見合わせとなり、今後はホームペー
ジ上で紹介していく方向で調整する。

推進

９－１ 広報・地域福祉情報提供事業 B
・わかりやすい言葉選びと見やすさにこだわること
で、地域の方に必要な福祉サービスの情報が提供で
きるよう配慮した。

・地域の方にとって有益となる情報のリサーチ方法
等の検討。

推進

９－２ ホームページ情報提供事業 A
・各事業担当者へ聞き取りを行い、近況やPRしたい
活動内容等、情報を収集し載せることができた。

・SNSの活用方法。 推進

支援方針４
福祉に関する調査や情報を提供します

支援方針３
関係機関とのつながりを支援します

・コロナ期間中に三密を避けるため、開催を見送っていた。令和４年度に主催団体にアンケート調査を実
施。今後は各地区で規模を縮小して開催することになり、令和５年度をもって廃止となる。
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進捗
評価

地域への影響（成果） 今後の課題
今後の
評価

B

・出会いの場としてイベントを数多く開催し、成婚
には至らないものの、数多くのカップルを成立させ
ることができた。
・仕事をしている方でも登録しやすくなるよう、Ｌ
ＩＮＥを活用し、連絡が取りやすい環境を設定し
た。

・成果目標が成婚組数であるため、実績は上がって
いない。交際に発展する男女は多いため、ニーズは
あると思われる。

縮小

「拡充」…拡大、充実させる事業　　　：　１事業
「推進」…今後も必要な事業　　　　　：１６事業
「結合」…他事業と合わせて事業展開　：　０事業
「縮小」…目標を達成している　　　　：　０事業
「廃止」…事業終了　　　　　　　　　：　２事業

延べ事業合計数　　　　　　　　　　　：１９事業延べ事業合計数　　　　　：１９事業

Ａ:十分できた　　　　　　：　８事業
Ｂ:概ねできた　　　　　　：　７事業
Ｃ:あまりできなかった　　：　４事業
Ｄ:取り組めなかった　　　：　０事業

関連する福祉事業

７ー６　　我孫子市結婚相談所（あび♡こい♡ハート）

市社協の主な支援事業
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２．学び、理解し、共にあゆむ

支援方針 事業番号 市社協の主な支援事業
進捗
評価

地域への影響（成果） 今後の課題
今後の
評価

3-3 自治会活動推進事業 C
・社協説明会を実施。社協サービスや
貸出備品等を周知することで、活動に
生かしてもらえるよう努めた。

・自治会のニーズを把握するために、
コーディネーターが会議に出席するな
ど働きかけが必要。

推進

3-6 健康・介護予防活動支援事業 B
・講師（職員）の交代があったが、大
きな混乱もなく、受講者も増えてきて
いる。

・講師派遣だけでなく、講師育成の実
施を検討。

推進

3-7 福祉行事備品貸出事業 A
・高齢者疑似体験セットの貸出が増え
ており、小中学校の福祉教育に貢献で
きている。

・よく貸出をする団体へ聞き取りを行
い、ニーズのある貸出備品を調べ今後
に検討する。

推進

4-1 福祉教育推進事業 B

・知的障がいのある方への接し方や認
知症サポーター養成講座など、ほぼす
べての市内の小中学校で福祉教育を実
施することができた。

・学校の先生向けの説明会やチラシ等
の作成を行う。

推進

7-7 高齢社会への対応を探る会（参画事業） A
・令和４年度、５年度のイベントアン
ケートでは満足度の高い結果を得るこ
とができた。

・市内全域でどのような福祉サービ
ス、医療機関、移動支援があるのか情
報共有が必要。

推進

4-1 福祉教育推進事業 B

・知的障がいのある方への接し方に講
座や認知症サポーター養成講座を含め
ると、ほぼすべての市内小中学校で福
祉教育を実施することができた。

・市内の学校の理解と協力を得るため
の説明会開催を検討する。校長会にも
働きかけをしていきたい。

推進

6-1 福祉ショップ＆軽喫茶ぽぽら B

・市内の障がい者施設と連携して福祉
ショップを運営し、地域住民に障がい
に関わる事業所を知るきっかけづくり
を行った。

・実習の受け入れについては、今後も
特別支援学校や関係各所へのPRを継
続することで募集していく。

推進

6-3 あびこ福祉まつり（参画事業） B
・サブタイトルを付け、「みんなでつ
くる街、ともに生きる街」を活かし
て、地域共生社会の推進を促した。

・来場者の伸び悩みがあり、原因とし
て子どもの催しが少ないことが挙げら
れるため、内容をより検討をしてい
く。

推進

6-4 ホップステップふれあいキャンプ（参画事業） B
・野外活動を通じて、障がい者とボラ
ンティアの交流を深めることができ
た。

・担い手の募集を行ったが、学生の参
加が少なく、常に不足している。

推進

6-5 JOY！JOY！クリスマス会（参画事業） A
・障がいの有無にとらわれず、参加を
呼びかけ、地域共生社会の推進を行っ
た。

・実行委員の減少が懸念されるため、
大学やボランティア団体への呼びかけ
を継続していく。

推進

7-7 高齢社会への対応を探る会 A
・イベントを開催し、アンケート結果
は満足度の高い結果となった。

・関心を持ってもらい、その後の行動
に移してもらえるよう多角的な働きか
けを検討していく。

推進

支援方針５　学習の場を支援します

支援方針６　福祉教育を推進します

Ａ:十分できた　　　　　　：５事業
Ｂ:概ねできた　　　　　　：３事業
Ｃ:あまりできなかった　　：１事業
Ｄ:取り組めなかった　　　：

延べ事業合計数　　　　　：９事業

「拡充」…拡大、充実させる事業　　：
「推進」…今後も必要な事業　　　　：９事業
「結合」…他事業と合わせて事業展開：
「縮小」…目標を達成している　　　：
「廃止」…事業終了　　　　　　　　：

延べ事業合計数　　　　　　　　　　：９事業
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３．支援が必要な人たちを支える

支援方針 事業番号 市社協の主な支援事業
進捗
評価

地域への影響（成果） 今後の課題
今後の
評価

支援方針7　見守り活動を支援します 3-2 ささえあい活動推進事業 B
・立ち上げマニュアルをホームページに
も掲載し、興味がある人がいつでも閲覧
できるようにした。

・事業周知が不足しているため、どのよ
うにPRしていくのか課題。

推進

3-1 生活支援体制整備事業（市委託事業） A

・２層生活支援コーディネーターと担当
地区の居宅介護事業所を訪問し、困った
ときガイドの周知と顔の見える関係づく
りを行った。

・生活支援コーディネーターとしてどこ
まで関わるべきなのか、線引きが明確で
はない。

拡充

3-2 ささえあい活動推進事業 B

・令和４年度にささえあい活動推進事業
実施規程を作成し、自治会の生活支援
サービス団体等へ助成金の交付を行っ
た。

・実施団体へのアンケートにて、会場の
確保や担い手不足等の課題が挙げられ、
どのように対応をしていくのかが課題。

推進

3-5 地域福祉活動団体助成金交付事業 A
・令和４年度に規程の見直しを行い、必
要な団体に適正な助成が行るようにし
た。

・配分委員会を設置予定。やり方が変わ
るため助成申請の時期および方法につい
て検討が必要。

推進

4-3 我孫子市子ども食堂ネットワークの支援 B
・立ち上げ支援講座に２５名の方が受講
されており、興味を持つ方は地域に多い
様子であった。

・立ち上げ支援講座のカリキュラムでは
一日で終えられないため、複数回のゼミ
方式にやり方を変更する等の検討が必
要。

推進

4-4 我孫子市子どもの学習支援ネットワークの支援 B

・研修会を実施し、学習支援について興
味がある方が地域にいることがわかり、
その方たちの教室立ち上げ支援を行うこ
とができた。

・当初のコンセプトから、第３の居場所
づくりへ目的を変遷させるべきとの声が
あり、必要な情報の収集や活動の支援を
していく。

推進

7-1 住民参加型助け合いの会　あい・あびこ A

・協力会員に対して、研修を実施し資質
向上を行った。
・短時間サービスのニーズがあり、令和
７年度より３０分以内で支援を行うサー
ビスを新たに導入し対応した。

・地域ごとの登録者数にばらつきがあ
り、地域内でのマッチングの難しいケー
スがある。

推進

7-2 移送サービス事業 A
・利用件数は目標より大きく上回り、今
後も更なる需要が見込まれている。

・運転ボランティアの担い手不足につい
て継続した取組が必要となるため、イン
ターネット等の活用も検討していく。

推進

7-3 傾聴ボランティア派遣事業 B 結合

4-2 制服リサイクルバンク事業 A

・教育機関や各地区の福祉団体へチラシ
の配布等、ひろく周知したことで、寄付
および譲渡どちらも件数が多くなった。
譲渡についても制限をなくしたことか
ら、多くの世帯へ渡すことができた。

・問い合わせも多く、地域の需要が見込
まれる。収益がないため、どこまで事業
を拡大できるのか課題となっている。

推進

5-1 寄付金・寄付物品の相談窓口 B
・令和5年度に寄付金取扱規程を整備し
たことにより、事業別に細分化して寄付
を受けられるようになった。

・寄付金や寄付物品について、どのよう
に活用するかを地域住民へわかりやすく
周知する方法を検討する。

推進

支援方針8　住民による生活支援を推進します

支援方針9　寄付、募金運動を普及、推進します
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5-2 福祉募金自動販売機設置事業 C
・地域住民に気軽に募金ができる仕組み
を提供できた。

・新たな寄付付き商品の仕組みを検討し
ていく。

推進

5-3 赤い羽根共同募金（千葉県共同募金会　我孫子市支会） B
・令和６年１月の能登半島地震災害発生
時、災害義援金の対応を迅速に行うこと
ができた。

・自治会に募金の使い道について説明を
行ったが、直接的な還元がないことから
協力的になれないとの意見もあった。理
解と協力を得られるよう説明会について
工夫を凝らしていく。

推進

5-4 歳末たすけあい募金（千葉県共同募金会　我孫子市支会） A
・助成について、申請の簡略化を行い、
インターネットからでも申請できるよう
対応。

・募金件数は協力自治会の数によって変
動するため、各自治会に募金の使い道や
減額することでの地域への影響について
丁寧に説明し、理解を求めていく必要が
ある。

推進

5-5 仮称）お助けバンク事業 A

・我孫子市子ども食堂ネットワークと連
携し、子ども食堂へ食材の寄付を行っ
た。
・さまざまな媒体で広報を行ったこと
で、事業の認知度と比例して、寄付件数
も増加している。

・直接食料を受けに来られない世帯につ
いては、民生委員を通じて配布する等の
柔軟な対応が必要。

推進

5-6 あびこ福祉バザー（参画事業） C 廃止

6-1 福祉ショップ＆軽喫茶ぽぽら B
・能登半島地震にかかる災害義援金や共
同募金等の募金活動に協力した。

寄付、募金の流れがわかりやすいな見せ
方や、寄付等がしやすいような工夫を検
討していく。

推進

2-3 介護保険ボランティアポイント制度（市委託事業） B

・民生委員児童委員への普及啓発、定年
退職者へボランティア活動啓発講座の実
施をすることで、地域の認知度は上がっ
てきている。

・活動者の減少がみられるため、地域貢
献の意義や社会とのつながりという点を
強調し、活動に興味を示してもらえるよ
うな方法を検討する。

推進

3-4 福祉施設支援事業 C
・福祉施設と企業、地域住民がつながる
マルシェの立ち上げをコーティネートし
た。

・福祉施設の就職説明会の実施や求人情
報の発信など、今後福祉施設の求人支援
をどのように進めていくか検討が必要。

推進

4-3 我孫子市子ども食堂ネットワークの支援 B

・講座受講者の中から立ち上げを希望す
る方はいなかったが、別のきっかけで興
味を持たれ、立ち上げを支援することが
できた。

・受講後も立ち上げをしやすいような
フォローアップができるように検討した
い。

推進

4-4 我孫子市子どもの学習支援ネットワークの支援 B

・地域の学習支援について研修を行った
ところ、興味のある方がいてその方達が
主体となって教室を立ち上げる支援を
行った。

・当初のコンセプトから第３の居場所作
りへ目的の変遷させていくべきとの声が
あるため、適切な情報を提供していく。

推進

6-1 福祉ショップ＆軽喫茶ぽぽら B
・福祉施設の製品ギフトカタログの販売
を、令和７年３月に開始。

・福祉ショップ製品のインターネット販
売は難しいことから、ホームページ上で
製品の紹介をしていく方向で調整中。

推進

6-3 あびこ福祉まつり（参画事業） B

・主催団体や参加団体へ開催に関するア
ンケートを実施し、事業継続の声が多く
上がったため、規模の縮小して令和５年
度より開催することができた。

・新しい企画の考案やどのように新規参
画団体を募っていくか等の検討。

推進

支援方針10
福祉施設や福祉団体に関する情報提供、仲介など地域との
つながりを支援します

支援方針9　寄付、募金運動を普及、推進します
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関連する福祉事業
進捗
評価

地域への影響（成果や課題） 今後の課題
今後の
評価

3-8 我孫子市民生委員児童委員協議会（市委託事業） A

・善意銀行やたすけあいバンクの集荷、
配布、また貸付相談や歳末たすけあい
等、他の事業についても理解と協力をい
ただくことで、地域の困窮世帯等の支援
を連携して行うことができた。

・委員にアンケートをとり、どういった
情報が必要なのか、何について学びたい
のかを把握し、提供していく。

推進

3-9 我孫子市遺族会（市委託事業） B
・広報等で会の概要を周知、新規会員募
集を行うことで、地域の方にPRしてい
る。

・戦争を知る世代が減少したことによ
り、語り手の不足がある。今後の世代に
どのよに伝えていくのかが課題。

推進

7-4 車イス等貸出事業 B
・本来は来所いただいての貸出である
が、取りに来られない方にお届けをし
た。

・チャイルドシートの貸出について検討
していたが、衛生面の管理が難しいこと
等から以前市で行っていたが、利用者が
少ないかった。そのため実施を見送りと
した。

推進

8-1 あびこ後見支援センター B

・後見受任件数は緩やかに増加傾向であ
り、需要がうかがえる。
・市役所各課や専門職から法人後見受任
の相談もあり、連携して対応している。

・通常業務以外の専門的な対応について
苦慮することがある。今後も都度、顧問
弁護士や裁判所、市役所各課と連携、相
談しながら対応していく。

推進

8-2 日常生活自立支援事業（県社協委託事業） B
・生活支援員の確保については、ホーム
ページ等でPRし、人材の確保をしてい
る。支援員は充足している。

・市役所や居宅介護支援事業所等からの
紹介が多く、自分自身で金銭管理が難し
くてもサービス利用の必要性を考える方
は少なく、ニーズの潜在化がうかがえ
る。

推進

8-3 身元保証人代行サービス C
・現在検討中の仮称)遺言執行人業務と
事業を統合し、令和７年度より実施予
定。

・地域の方から、入院や施設入所の際、
身元保証人になってくれる人がいない等
の相談の問い合わせが増えてきている。

結合

8-4 仮称）遺言執行人業務 C
・現在検討中の身元保証人代行サービス
と事業を統合し、令和７年度より実施予
定。

・遺言書の作成や自身が亡くなった後の
死後事務について、相談の問い合わせが
増えてきている。

結合

8-5 生活福祉資金貸付事業（県社協委託事業） A

・多課題を抱える世帯で、本事業のみで
対応が難しい世帯については、日常生活
自立支援事業などの他事業と連携して対
応を行った。

・償還が難しい世帯への対応について
は、行政と連携して生活相談や支援を行
う等の方法を検討していく。

推進

8-6 善意銀行　小口貸付事業 A
・一時的に貧困した世帯に対して貸付を
することで、生活の向上と安定を図るこ
とができた。

・金銭管理や生活相談、税金滞納など、
日常生活自立支援事業等の他事業、民生
員や担当課との連携を強化。

推進

8-7 各種見舞金配布事業 B
・災害見舞金規程の見直しを令和５年度
に実施し、一部増額とした。

・火災による災害見舞金申請の場合、消
防→社会福祉課→社協のプロセスを踏む
ため、申請者に見舞金を渡すまで時間を
要する。

推進

9-4 居宅介護・訪問介護事業 B 廃止 廃止

9-5 障がい者児福祉サービス事業 B 廃止 廃止
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延べ事業合計数　　　　　：３１事業 延べ事業合計数　　　　　　　　　　：３１事業

Ａ:十分できた　　　　　　：　９事業
Ｂ:概ねできた　　　　　　：１８事業
Ｃ:あまりできなかった　　：　２事業
Ｄ:取り組めなかった　　　：　２事業

「拡充」…拡大、充実させる事業　　：　１事業
「推進」…今後も必要な事業　　　　：２４事業
「結合」…他事業と合わせて事業展開：　３事業
「縮小」…目標を達成している　　　：　０事業
「廃止」…事業終了　　　　　　　　：　３事業
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～ 新しいつながり ささえあうまち 我 孫 子 ～ 

第 ６ 次 我 孫 子 市 地 域 福 祉 活 動 計 画 

令和４年度（２０２２年度）～令和８年度（２０２６年度） 

安心とゆとりのまち 住み続けたいまちづくり 

 

 

地区社会福祉協議会 中間評価 
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第６次我孫子市地域福祉活動計画 中間評価               令和６年度 

安心とゆとりのまち 住み続けたいまちづくり 

 

我孫子北地区社会福祉協議会 進捗評価表 

地区理念 「このまちで安心して暮らしつづけるために」 

 

 

 

 

 

 

■■■今後、重要（拡充）となる事業■■■ 

  □ 

 □ 

基 本 目 標 
Ａ：十分 

できた 

Ｂ:概ね 

できた 

Ｃ:あまりで

きなかった 

Ｄ:取り組め

なかった 

目標１．広げよう、つながりの輪 59％ 24％ 10％ 7％ 

目標２．学び、理解し、共にあゆむ 83％   17％ 

目標３．支援が必要な人たちを支える 71％ 14％  14％ 

目標４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 67％ 11％  22％ 

目標５．安心と安全を守る取り組み 50％   50％ 
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１．広げよう、つながりの輪              我孫子北地区社協 第６次我孫子市地域福祉活動計画進捗評価表 

活動方針 事業名 進捗 

評価 
地域への影響 課題 

今後

取組 

１ 交流の場の提供や活

動の支援をします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 根戸エリア福祉懇談会の開催 B 

・自治会同士のつながりが少

ないため、地区社協が主体と

なり交流の場を提供した。 

・参加自治会が少ない。 

・参加している自治会も、積

極的につながりを持とうとす

るところは少ない。 

・実態や地域ニーズを確認

し、事業名の変更も検討す

る。 

 

継続 

２ 
小学校児童と高齢者の交流会（昔遊

び） 
A 

・地域と学校との交流の場を

提供した。 

・住民、スタッフの参加が減

っているため、集客方法を検

討する。 

 

継続 

６ 障害児者関連施設製作品の展示即売会 B 

・「我孫子北部地域文化祭」や

「健康と福祉のつどい」等

で、販路の協力ができた。 

・参加団体が減少している。

開催日の変更はできないが、

即売会ができるイベントが他

にもないか、今後検討する。 

 

継続 

８ 子育て支援活動 B 

・子育て世代の親子が地域と

交流を図れる場を提供でき

た。 

・参加者からは喜ばれた。 

・参加人数にバラつきがある

ため、PR の検討。 

・参加者を増やすにはどうす

ればよいか。他の地区の活動

等も参考に検討していく。 

 

継続 
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１ 交流の場の提供や活

動の支援をします 

 ９ 
保育園児と地域ボランティアとのふれ

あい 
C 

・年長児に手作りのおもちゃ

を提供する等し、つながりは

持てているが、実際に園児と

触れ合うイベントが出来てい

ない。 

・ボランティアの高齢化に伴

い、委員への負担が増えてい

る。今後は、ボランティアも

委員にも負担をかけずに、楽

しんでもらえる企画を検討し

ていく。 

 

縮小 

１０ 健康と福祉のつどい A 

・健康への啓発ができてい

る。 

・学校等団体の発表により、

地域との交流・つながりの機

会を提供できた。 

・参加団体からは喜ばれてい

る。 

・参加団体がマンネリ化して

いる。今後、参加団体の選び

方や内容について検討してい

く。 

・参加スタッフの高齢化も課

題。 

継続 

１１ コミュニティサロン“きた” A 

・地域の健康増進になってい

る。 

・参加者からは、月２回の体

操の機会に感謝されている。 

・人数増による会場確保が今

後の課題。 
継続 

１３ 委員研修会 B 

・地域の福祉施設や高齢者施

設等を知る機会の提供ができ

た。 

・魅力あるテーマをどう選ぶ

か。 継続 

１５ サロンアントレッド A 

・地域の高齢者の集まりの場

を提供し、参加者からは喜ば

れた。 

・人数増による会場確保が今

後の課題。 

 

継続 

２ 生きがい、仲間づ

くりを推進します 

 

 

１ 根戸エリア福祉懇談会の開催 A 
・地域の情報共有する場を提

供・情報共有ができた。 

・参加団体が少ない。 
継続 

２ 
小学校児童と高齢者の交流会（昔遊

び） 
A 

・参加する高齢者へ交流の場

を提供できた。 

・自治会からの参加が減って

いる。 
継続 
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２ 生きがい、仲間づ

くりを推進します 

 

 

８ 子育て支援活動 A 

・イベントを企画・運営する

ことで子育て世代同士の交流

の場を提供し、参加者からは

喜ばれた。 

・参加する委員（スタッフ）

の減少が課題。 
継続 

 ９ 
保育園児と地域ボランティアとのふれ

あい 
C 

・直接、園児とボランティア

がふれあう機会が提供できな

かった。 

・ふれあいの内容を検討す

る。 縮小 

１１ コミュニティサロン“きた” A 

・参加者、委員のいきがい、

仲間づくりの機会となってい

る。 

・参加者増加による会場確保

が課題。 継続 

１３ 委員研修会 B 

・委員同士の交流・懇親の場

となっている。 

 

・参加者が少ない。 

継続 

１５ サロンアントレッド A 

・参加者、委員のいきがい、

仲間づくりの機会となってい

る。 

・人数増による会場確保が課

題。 継続 

３ 関係機関とのつなが

りを強化します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 根戸エリア福祉懇談会の開催 A 

・自治会同士のつながり、市

役所関係機関とのつながり、

地域の橋渡しができた。 

自治会から参加が少ない。 

今後、懇談会の進め方につい

て検討する。 

継続 

８ 子育て支援活動 A 

季節ごとに保健センターの保

健師より、参加者へ必要な情

報の提供ができた。 

月毎の企画等にバリエーショ

ンを持たせ、参加者を増やす

ことが今後の課題。 

継続 

 ９ 
保育園児と地域ボランティアとのふれ

あい 
D 

子どもたちと交流の機会が提

供できなかった。 

高齢化等により、活動してく

れるボランティアを探す必要

がある。 

縮小 

１０ 健康と福祉のつどい A 

健康への啓発、学校等団体の

発表により、地域との交流・

つながりの機会が作れた。 

・催し物の内容を検討する。 

・参加スタッフの高齢化が課

題。 

継続 
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３ 関係機関とのつなが

りを強化します 
１２ 北地区福祉フォーラム A 

・地域のボランティア、民生

委員、行政等が一緒になり、

福祉について考える機会が提

供できた。 

・参加者の減少。 

・開催方法、開催日の検討が

課題。 
継続 

４ 福祉に関する情報を

提供します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 根戸エリア福祉懇談会の開催 C 

・なんでも相談室参加によ

り、参加団体へ福祉の情報を

提供できた。 

・地域の福祉問題を議論する

機会になっていない。 継続 

５ 介護教室 A 

・高齢者なんでも相談室と連

携し、参加者へ最新の福祉情

報を提供できた。 

・参加者が興味を持つテーマ

決めが難しい。 継続 

７ 電話訪問サービス B 

・利用者に必要に応じた情報

提供が出来た。 

 

・ボランティアの研修・育成

に引き続き務める。 継続 

８ 子育て支援活動 B 

・「わ」掲示板により、子育て

に必要な情報が提供できた。 

 

・今後、SNSの活用等も検

討していく。 継続 

 ９ 
保育園児と地域ボランティアとのふれ

あい 
D 

・福祉に関する情報提供の場

とはなっていない。 

・福祉に関する情報提供がで

きる事業なのかを今後検討す

る。 

縮小 

１０ 健康と福祉のつどい A 

・学校等団体の発表や、福祉

団体の冊子、パネル展示によ

り福祉に関する情報提供がで

きた。 

・講師、内容の選定、参加団

体の減少をどうするか、今後

検討する。 
継続 

１２ 北地区福祉フォーラム A 

・福祉に関する情報提供がで

きた。 

・いま注目されている内容を

タイムリーに取り上げ、情報

提供と共有を図った。 

・開催方法（開催日含む）、

内容の選定方法が今後の課

題。 継続 
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４ 福祉に関する情報を

提供します １４ 広報紙「あびこ北地区社協だより」 A 

・地域の自治会活動や団体等

の活動を取り上げ、地域住民

に情報提供ができた。 

・委員の負担にならない配布

方法を検討するのが、今後の

課題。 

継続 

 

 

２．学び、理解し、共にあゆむ 
活動方針 事業名 進捗 

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

５ 学習の場を提供しま

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
小学校児童と高齢者の交流会（昔遊

び） 
A 

・地域の団体、自治会の協力

を得て、児童へ学習の場を提

供できた。 

・参加者（高齢者）、ボラン

ティア（委員含む）の確保が

今後の課題。 

 

継続 

 ３ 中学校生徒の福祉体験授業 A 

・地域の団体にも協力をいた

だき、生徒に福祉について学

ぶ機会が提供できた。 

 

・ボランティア（委員含む）

の確保が今後の課題。 
継続 

 ４ 認知症サポーター養成講座 D 

・実施できなかった。 ・他団体で既に実施してお

り、内容や時期など調整が難

しいため、やり方を検討す

る。 

縮小 

５ 介護教室 A 

・高齢者の興味が高く、申込

が多かった。 

・高齢者なんでも相談室と連

携し、学習の場の提供ができ

た。 

・介護教室の中身について今

後検討する必要あり。 

継続 

１０ 健康と福祉のつどい A 

・講演会をとおして、福祉や

医療について学ぶ機会の提供

ができた。 

・講師、内容の選定方法を検

討し、参加者増につなげられ

るようにする。 

継続 
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５ 学習の場を提供しま

す 
１２ 北地区福祉フォーラム A 

・福祉について、定期的に学

ぶ機会と意見交換の場を提供

できた。 

 

・開催の仕方、内容の検討が

今後の課題。 
継続 

１３ 委員研修会 A 

・地域の福祉施設等を見学

し、我孫子市の福祉について

学ぶ機会を提供できた。 

 

・開催時期や内容の検討が今

後の課題。 
継続 

６ 福祉教育を推進し、

理解を深めます 

 
 ３ 中学校生徒の福祉体験授業 A 

・子どもたちに、高齢者福

祉・障害者福祉について学ぶ

機会を提供し理解を深められ

た。 

・お手伝いをいただくスタッ

フの確保が今後の課題。 
継続 

 ４ 認知症サポーター養成講座 D 

・北地区社協主催での実施は

なし。支援スタッフとして、

地区社協委員が協力。 

 

・学校への協力方法、支援ス

タッフの確保が今後の課題。 
縮小 

５ 介護教室 A 

・高齢者なんでも相談室と連

携し、学習の機会を提供。福

祉への理解を深める活動がで

きた。 

 

・介護教室の内容を今後検討

する。 

継続 

１２ 北地区福祉フォーラム A 

・様々な団体の協力をいただ

き、福祉について、地域の方

へ学ぶ機会を提供できた。 

 

・開催方法、内容について今

後検討する。 
継続 

１３ 委員研修会 A 

・地域への理解、学習の機会

を提供した。 

 

・実施方法、内容について今

後検討する。 継続 
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３．支援が必要な人たちを支える 
活動方針 

事業名 
進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

活動方針 7 見守り活動

を推進します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 中学校生徒の福祉体験授業 A 

・福祉体験授業をとおして、

安心・安全に体験授業が行え

るよう見守りを行った。 

 

・見守りを行うために、スタ

ッフの確保が今後の課題。 
継続 

 ４ 認知症サポーター養成講座 D 

・実施なし。 ・他団体でも多く実施されて

いるため、開催の必要性を検

討する。 

縮小 

７ 電話訪問サービス A 

・月～金で活動し、利用者の

体調やご様子を見守った。 

・電話による詐欺等もあるた

め、電話を使った見守りがな

かなか進まない。 

・利用者が増えない。 

継続 

８ 子育て支援活動 B 

・活動を通して子育て世代の

親子の見守りを行った。 

・継続してくれる参加者も増

えている。 

・支援スタッフ全員が同じ認

識で子育て世代の親子に接す

ることができるよう、引き続

きマニュアルの見直し等をお

こなっていく。 

継続 

 ９ 
保育園児と地域ボランティアとのふれ

あい 
D 

・実施できなかった。 ・園児の見守りを行っている

が、スタッフ不足が今後の課

題。 

 

縮小 

１２ 北地区福祉フォーラム A 

・地域の支援者でつくる LINE

等をとおして、地域の見守り

を行った。 

・地域の情報共有の場となっ

ている。 

・LINE参加者を増やして、

きめ細かな見守りができるよ

うにする。 継続 
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活動方針 7 見守り活動

を推進します １５ サロンアントレッド A 

・活動を通して、一人暮らし

高齢者の外出支援を行うとと

もに、見守りも行った。 

・たくさんの方に参加してい

ただけるよう、広い会場の確

保が課題。 

継続 

活動方針 8 ささえあい

活動や生活支援に取り組

みます 

 

７ 電話訪問サービス A 

・月～金で活動し、ささえあ

い活動、生活の支援の一旦を

担っている。 

・利用者へ適切な情報を提供

するために、ボランティアの

研修体制を整える。 

継続 

１１ コミュニティサロン“きた” A 

・活動を通して、健康増進、

仲間づくりの支援に取り組

み、地域住民の健康寿命延伸

に努めた。 

・参加者が増加傾向にあり、

広い会場の確保が課題。 

・会場の確保が難しい場合、

回数で調整する等も含め検討

する。 

継続 

１２ 北地区福祉フォーラム A 

・活動を通して、地域のささ

えあい活動や生活支援をどう

するか考える機会を作った。 

・開催方法、話し合う内容に

ついて今後検討。 継続 

１５ サロンアントレッド A 

・活動を通して、高齢者のさ

さえあい活動や生活支援の一

端を担っている。 

・参加者の平等性について考

える。 

・参加者への声掛けの範囲

等。 

継続 

活動方針 9 寄付、募金

運動に取り組みます 

※赤い羽根共同募金、災害義援金等に協力 

B 

・ポスターの掲示やイベント

時に募金活動を行った。 

 

・わかりやすい啓蒙方法の検

討。 

継続 

活動方針 10 福祉施設や

福祉団体を支援します 
６ 障害児者関連施設製作品の展示即売会 A 

・11月の文化祭時、3月の健

康と福祉のつどい時に販路の

協力と障害を理解する場を提

供できた。 

・販路の協力以外でも、福祉

団体を支援する方法があるか

検討する。 

継続 

１０ 健康と福祉のつどい A 

・販路の提供、障害について

の理解を深める機会を作っ

た。 

・会場の確保、参加できる団

体の確保が課題。 

継続 
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４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 
活動方針 

事業名 
進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

活動方針 11 ボランティ

ア・市民活動ができる場を

提供します 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
小学校児童と高齢者の交流会（昔遊

び） 

A ・地域ボランティアや地区社

協の協力会員が参加し活動で

きる場を提供した。 

地区社協委員と地域のボラン

ティアで人数が揃わなかった

際に、協力委員へ声掛けする

タイミングや人数の調整が課

題。 

継続 

 ４ 認知症サポーター養成講座 D ・実施なし。 開催の必要性を検討。 縮小 

７ 電話訪問サービス 

A ・ボランティアの活動機会を

提供できた。 

・また、活動に必要な研修も

提供した。 

・ボランティアの高齢化に伴

い、新たなボランティアを育

成するのが課題。 

継続 

１０ 健康と福祉のつどい 

A ・出演者にボランティアとし

て出演していただき、活動の

場を提供した。 

 

・出演者の確保、募集方法の

検討が今後の課題。 

継続 

１２ 北地区福祉フォーラム 

B ・北地区福祉フォーラムを通

して、必要に応じてボランテ

ィア・市民活動ができる場の

情報を提供した。 

・参加者の確保、発信内容の

精査が今後の課題。 

継続 

活動方針 12 ボランティ

ア・市民活動の情報を提供

します 

 

 

 ４ 認知症サポーター養成講座 D ・実施なし。 ・開催の必要性の検討。 縮小 

１０ 健康と福祉のつどい 

A ・学校等団体の発表や、福祉団

体の紹介冊子、パネル展示によ

り情報提供を行った。 

・情報提供の方法について、

今後検討する。 

継続 

１２ 北地区福祉フォーラム 

A ・LINEによる見守り、勉強会

等を適宜開催し、地域福祉活

動に必要な情報を提供した。 

・発信内容の精査、参加者を

いかに増やすか。 

継続 
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活動方針 12 ボランティ

ア・市民活動の情報を提供

します １４ 広報紙「あびこ北地区社協だより」 

A ・地域の自治会や団体等の活

動について、紙面で取り上

げ、紹介を行った。 

・発刊のたびに地域から 3～4

件の反応がある。 

・広報誌の配布、受取方法の

検討。 

継続 

 

 

５．安心と安全を守る取り組み 
活動方針 事業名 進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

活動方針 13 「あんしん

カード」（医療情報カー

ド）の普及 

 A ・地域の方に必要な情報を提供

し、適切な受け渡しに努めた。 

・広報活動の方法を検討す

る。 

継続 

活動方針 14 大規模災害

や感染症に備える取り組み

をします 

１２ 北地区福祉フォーラム 

D ・LINE見守りで提供の場は整

えたが、災害や感染症に備える

発信はできていない。 

・内容の精査、発信のタイミ

ングを検討。 

継続 
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第６次我孫子市地域福祉活動計画 中間評価               令和６年度 

安心とゆとりのまち 住み続けたいまちづくり 

我孫子南地区社会福祉協議会 進捗評価表 

地区理念 「一人がみんなのために皆がひとりのために」 

 

 

 

 

 

 

■■■今後、重要（拡充）となる事業■■■ 

  □出張茶和会 

 □ぶらり散策 

 

基 本 目 標 
Ａ：十分 

できた 

Ｂ:概ね 

できた 

Ｃ:あまりで

きなかった 

Ｄ:取り組め

なかった 

目標１．広げよう、つながりの輪 87％ 6％ 6％  

目標２．学び、理解し、共にあゆむ 78％ 22％   

目標３．支援が必要な人たちを支える 100％    

目標４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり  100％   

目標５．安心と安全を守る取り組み 25％ 75％      
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１．広げよう、つながりの輪              我孫子南地区社協 第６次我孫子市地域福祉活動計画進捗評価表 

活動方針 事業名 進捗 

評価 
地域への影響 課題 

今後

取組 

１ 交流の場の提供や活

動の支援をします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 世代間交流 

A ・市子育て支援センターへ

の協力は、地域内子育て世

代と経験豊かな社協委員と

の交流の場の提供であり、

昔遊びの紹介などを通し

て、共有する時間は気軽な

育児相談ともなっており、

地区社協が身近な存在とな

っている。 

・子育て世代の悩みや問題

に寄り添えるように努力し

ていく。 

 

 

 

継続 

7 子育て支援事業：とおんきごう 

A ・遊びやゲーム、ピアノ

歌、読み聞かせ等を定期的

に実施している。 

・子育て世代への交流の場

の提供となっている。 

・クリスマス行事を取り入

れるなど季節感のあるもの

としている。 

・参加委員が固定化するこ

とのないようにより多くの

委員を募集する。 

・実施内容の多様化と参加

者拡大への周知方法の検

討。 

継続 

 

9 おたのしみ昼食会 

B ・高齢者が外出できる機会

をつくり、参加者同士の交

流の場にもなっている。 

・調理実習は、手に入りや

すい材料で簡単に作れ、栄

養について学べる機会にし

ている。 

・開催場所が同じため、リ

ピーターが多い。新規参加

の獲得のため、広報等に工

夫が必要。特に男性の参加

を増やしたい。 

継続 
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１ 交流の場の提供や活

動の支援をします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 高齢者日帰りバス旅行 

A ・高齢者の外出のきっかけ

となり、参加者同士の交流

もはかることができてい

る。 

・毎回、楽しみに申込みを

されている方も多く、参加

された皆さんから、とても

充実した楽しい１日を過ご

せたと喜ばれている。 

・参加者募集については、

主に「南地区社協だより」

の自治会回覧で行っている

ため、回覧の回り具合で申

込みのタイミングに差がで

ている。 

 

継続 

12 福祉フェスティバル 

A ・事業開催が定着してお

り、南地区の町会・町内

会・自治会等の協力を得

て、地域の交流の場となっ

ている。 

 

より多くの人に来場いただ

けるように、周知方法、チ

ケットの販売方法について

工夫が必要。 

継続 

15 委員研修会 

A ・福祉施設の見学を行い、

委員同士の親睦を深めてい

る。 

・委員同士の交流の場とと

もに学びの場として我孫子

市内を中心に施設の見学等

を検討。 

継続 

16 広報誌「南地区社協だより」 

A ・未加入の自治会から配布

希望があった。 

・要望があれば、配布して

いる。 

・紙ベースとデジタルベー

スのバランスを取りながら

ホームページの閲覧数を増

やす。 

継続 

17 【新規】ぶらり散策 

B ・募集で集まった人々が短

い時間の中で共に知り合う

場を持った。 

・我孫子を知ってもらうこ

とが出来た。 

・広報、チラシ等で参加者

を増やして行く。 

拡充 

27



１ 交流の場の提供や活

動の支援をします 

18 【新規追加】スマホ教室 

A ・応募者が多く、反響があ

った。 

・参加者一人一人への対応

が必要であり、サポーター

が必要。 

・１回限りではなく、繰り

返し参加していける仕組み

づくりが必要。 

拡充 

19 【新規追加】出張茶話会和 

A ・出来るだけ近隣の人達が

参加出来る様にこちらか

ら、出向いて学びと憩いの

場を提供した。 

 

・大人数入れる会場が少な

く、内容にも限りが出てし

まう。 

拡充 

２ 生きがい、仲間づ

くりを推進します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 地域懇談会 

A ・町会、町内会、自治会と

まち協、地区社協との三者

がそれぞれの立場と地域の

課題をテーマとしている。 

・構成員の団体への理解と

協力を促す場となってお

り、防災、防犯、交通、ま

ちづくり、福祉活動等への

協働意識の推進となってい

る。 

 

・より多くの参加を得るよ

う、代表者の出席を促すた

め会の開催周知をそれぞれ

の広報媒体の活用や情報提

供を模索する。 

・引き続き、委員となって

いない民生委員の参加を得

られるよう案内する。 

 

継続 

6 介護予防教室 

A ・いつまでも仲間達と継続

して楽しく、予防が出来る

と健康寿命が延びる。 

・終了後、仲間での会食を

楽しみにしている。 

・健康寿命を延ばせるよ

う、参加しやすく、継続し

やすい内容を検討してい

く。 

継続 
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２ 生きがい、仲間づ

くりを推進します 
17 【新規】ぶらり散策 

A ・一期一会のめぐり逢いで

仲間づくりと歴史探訪の機

会を作っている。 

 

・若い人達にも参加を促

し、郷土の歴史を知って欲

しい。 

拡充 

18 【新規追加】スマホ教室 

A ・みなスマカフェ(仮)とし

て学習の場、仲間づくりを

推進する。 

・なんでも相談室や民生委

員との連携を深める。 

拡充 

 

３ 関係機関とのつなが

りを強化します 13 手賀沼ふれあいサロンとの連携 

C ・各種イベントのチラシを

届ける。 

・参加が少なくなってきて

いるため、開催方法や在り

方を考えていく。 

縮小 

４ 福祉に関する情報を

提供します 16 広報誌「南地区社協だより」 

A ・福祉関係の事業における

募集や実施報告を提供でき

た。 

・的確な情報の提供に努め

る。 

継続 

 

 
 
２．学び、理解し、共にあゆむ 
活動方針 事業名 進捗 

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

5 学習の場を提供します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 健康まつり 

A ・健康についての知識が得

られる講演会と健康と体力

の測定などの二部制で実施

し、気軽に参加できる事業

として 23回継続開催して

いる。 

・講演の講師には、極力地

域内の病院等の理解と協力

を得ている。  

 

・講演内容等、健康に繋が

る内容、地域住民の方が興

味を持たれる内容を講座に

反映していきたい。 

 

継続 
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5 学習の場を提供します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 認知症サポーター養成講座 

Ｂ ・認知症の正しい知識を広

い範囲の人に学んで頂く。 

・認知症のご家族にも広が

っていくと良い。 

 

・講座を受け、該当者を担

当部署へ繋いで行く連携が

出来るようにしたい。 

・認知症の人への接し方を

拡充したい。 

 

継続 

6 介護予防教室 

A ・口コミで参加者が増加、

交流の場になっている。 

 

・関心の高い内容を反映、

継続していける内容を提供

できるようにしていきた

い。 

継続 

9 お楽しみ昼食会 

A ・防災や健康関連、調理等

幅広い分野で楽しく学べる

場を提供している。 

 

・多くの方々に参加を呼び

かけ体験をして欲しいの

で、募集の方法を考える。 

継続 

15 委員研修 

A ・福祉施設等を、現地にて

研修し、現場の雰囲気や声

を体感し、委員同士で共有

することができている。 

 

・委員同士の交流の場とと

もに学びの場として我孫子

市内を中心に施設の見学等

を検討。 

継続 

17 【新規】ぶらり散策 

B ・毎回、短時間で地域の歴

史が学べ、船から対岸を深

訪できる唯一の機会であ

る。 

・天候に左右されるため、

雨天時での内容検討が必

要。 

拡充 

18 【新規追加】スマホ教室 

A ・防災に役立つ講座が好評

であった。 

・参加希望者が多かった。 

・回数を増やし、繰り返し

練習できるようにしていく

とともに、一人ひとりにサ

ポートがつけるようにして

いきたい。 

拡充 
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5 学習の場を提供します 

 

19 【新規追加】出張茶和会 

A ・高齢者が知っておくと実

際に役立つ情報等を簡単で

わかりやすく学べる場を提

供している。 

 

・高齢者の出かけて行ける

場を増やして行きたい。 

拡充 

６ 福祉教育を推進し、

理解を深めます 

2 世代間交流 

A ・一小への昔遊びの紹介と

四小への高齢者疑似体験及

び昔遊びの紹介は、高齢者

への理解と思いやりの心を

醸成する。（開かれた学校づ

くりに協力している。） 

・昔遊びの提供者も年々減

少の傾向があるため、委員

間でおいても実践できるよ

う努力していく。 

継続 

 

 

３．支援が必要な人たちを支える 
活動方針 

事業名 
進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

活動方針 7 見守り活動

を推進します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 我孫子南フレンドネット 

A ・見守り活動チラシを配布

により定着してきた。 

・町会・民生委員・委員・

なんでも相談室との連携に

より地道な見守り活動を行

った。 

 

・他の機関との連携を密に

する。 

継続 

6 介護予防教室 

A ・参加者の握力、血管年齢

骨密度測定等を行い健康状

態の確認を行っている。 

 

 

・参加希望者が多く、会場

の確保や補助スタッフの確

保が困難。 

継続 
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活動方針 7 見守り活動

を推進します 

7 子育て支援：とおんきごう 

A ・定期的な開催による場の

提供は、委員や参加者同士

が顔見知りとなり、育児不

安や生活不安等への相談が

比較的しやすくなってい

る。 

 

・相談があった場合は、今

後の参考とするため、委員

間で情報交換を行い、情報

を共有することが望まし

い。 

継続 

9 お楽しみ昼食会 

A ・特に調理実習時、栄養的

にも精神的にも補ってもら

える場を提供する。 

 

・日常生活に役立つ内容に

努める。 

継続 

10 電話訪問サービス事業 

A ・利用者が少しずつ増加、

ボランティアも増員。 

・１日中誰とも話さない独

居の方にはとても喜ばれて

いる。 

・時間を決め電話をしてい

るので、安心して出て頂け

る。 

・ボランティア・立会人の

勉強の機会が増えると良

い。 

継続 

活動方針 8 ささえあい

活動や生活支援に取り組

みます 
1 我孫子南フレンドネット 

A ・町会・民生委員・委員・

なんでも相談室の地道な見

守り活動を行った。 

 

・行政機関との連携を深め

る。 

継続 

6 介護予防教室 

A 予防教室に通うことが日々

の生活の健康維持に役立つ

よう実施している。 

 

・１日でも、長く健康で暮

らせる様にささえ合いが出

来ると良い。 

継続 
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活動方針 9 寄付、募金

運動に取り組みます 
１２ 福祉フェスティバル A 

・災害義援金の募金を実施

しており、多くの協力を得

ている。 

 

能登地震災害義援金を集め

た。 

継続 

活動方針 10 福祉施設や

福祉団体を支援します 

 

 

 

 

 

 

 

8 障害者福祉施設等の支援 

Ａ ・総会や全員協議会には、

福祉施設で作られている、

パンやお菓子、野菜などを

販売し、支援を行ってい

る。 

・福祉フェスティバルでパ

ネル展示をしている。 

 

・他にもできる支援がある

のか、検討。 

継続 

12 福祉フェスティバル 

A ・毎回、市内の福祉施設の

紹介と作品の展示を行って

いる。 

・福祉施設の製品・食品等

をチケットと引き換えの景

品として、参加者にお渡し

し、支援をはかっている。 

また、景品引き換え時に

は、福祉施設の方にも協力

頂き、交流を図っている。 

・フェスティバルの運営に

協力してくれている委員の

昼食に、福祉施設で作って

いるお弁当を購入し、支援

につなげている。 

 

・第 30回の記念すべき

「福祉フェスティバル」が

行われた。 

継続 
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４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 
活動方針 

事業名 
進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

活動方針 11 ボランティ

ア・市民活動ができる場を

提供します 

5 認知症サポーター養成講座 
Ｂ ・地域住民のささえあいを

願い実施。 

・参加者の募集をする。 継続 

14 安心安全事業 

B ・AED 講習会を開催し、い

ざという時に備える取り組

みを行った。 

・自転車の安全教室の開催

など、住民が関心のある情

報を収集し反映させる。 

継続 

活動方針 12 ボランティ

ア・市民活動の情報を提供

します 

※該当事業なし 

    

 

 

５．安心と安全を守る取り組み 
活動方針 事業名 進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

活動方針 13 「あんしん

カード」（医療情報カー

ド）の普及 

3 地域懇談会 

A ・会議のテーマとして取り上

げ、その後の利用につながっ

た自治会がある。 

・さらなる普及、活用に尽

力していく。 

継続 

14 安心安全事業 Ｂ 

・様々なイベントでの㏚で

「あんしんカード」が普及

してきた。 

・町会や民生委員を通して

さらなる普及を目指す。 

拡充 

 

 

活動方針 14 大規模災害

や感染症に備える取り組み

をします 

1 我孫子南フレンドネット 

Ｂ 防災キャンプや防災時の講

座等に参加した。 

 

・行政機関との連携を深め

る。 

継続 

14 安心安全事業 

Ｂ ・AED 講習会を開催し、い

ざという時備える取り組み

を行った。 

・市、市社協と連携を深

め、防災に取り組む。 

拡充 
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第６次我孫子市地域福祉活動計画 中間評価               令和６年度 

安心とゆとりのまち 住み続けたいまちづくり 

天王台地区社会福祉協議会 進捗評価表 

地区理念 「健康であかるく たのしく なかよく暮らしていくために」 

 

 

 

 

 

 

 
 

■■■今後、重要（拡充）となる事業■■■ 

  □ 

 □ 

 

基 本 目 標 
Ａ：十分 

できた 

Ｂ:概ね 

できた 

Ｃ:あまりで

きなかった 

Ｄ:取り組め

なかった 

目標１．広げよう、つながりの輪 73％ 13％ 13％  

目標２．学び、理解し、共にあゆむ 100％    

目標３．支援が必要な人たちを支える 50％ 33％ 17％  

目標４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 50％ 50％   

目標５．安心と安全を守る取り組み 33％ 33％  33％ 

目標６．地区社協独自 委員の交流とレベルアップ  100％   
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１．広げよう、つながりの輪             我孫子天王台地区社協 第６次我孫子市地域福祉活動計画進捗評価表 

活動方針 事業名 部会 
進捗 

評価 
●地域への影響 ◆課題 

★今後

取組 

１ 交流の場の提

供や活動の支援を

します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
天王台地域や学校との交流事業

「世代間交流」 
交流 

A ・地域内小学校バザー、昔遊び

の会に参加し、子どもたちと楽

しく交流出来た。 

・我中バザーの実施要綱が変わ

り中学生ボランティア応援はな

くなったが、バザーでの買い物

を通して交流した。 

・他のイベントで中高生ボラン

ティアと交流を図った。 

 

・小学校のバザー等での昔遊

び企画の内容を更に充実させ

ていきたい。 

継続 

２ 高齢者との交流事業  

a） ふれあい日帰りバスツアー 
福祉 

 

A ・独居の人を対象に、福祉バス

を利用し比較的安い費用で実施

している。 

・美味しい食事や普段行けない

場所を観光することで、参加者

に喜ばれた。 

 

・行先の選定やボランティア

が高齢化してツアーの下見が

難しくなっている。 

・独居男性への PR強化を図

っていく。 

継続 

b） お楽しみ会 

交流 

 

A ・お一人で参加の方も昼食会の

場で地域の方との交流ができ

た。 

・参加者からは、内容も良く楽

しかったとの声が寄せられた。 

・どのような演目にするか

等、イベントの企画に苦慮し

ている。 

継続 

c） 男性のための料理教室 
交流 

 

A ・参加者から喜ばれており、年

1回だけでなく回数を増やして

ほしいという要望をいただい

た。 

・新しい参加者をどのように

増やしていくかが課題となっ

ている。 

・物価上昇への対応。 

継続 
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１ 交流の場の提

供や活動の支援を

します ３ 
【新規】高齢者のささえあい交流

支援事業 

ささえ

あい 

A ・当初の目論見通り男性の参加

者が多く、好評を頂いている。  

・高齢者なんでも相談室にも参

加者から好評価の声が寄せられ

ているとのこと。 

・「座学と散策」にマッチした

企画の検討。 

 

継続 

２ 生きがい、

仲間づくりを推

進します ４ 
高齢者の交流の場づくり事業「お

しゃべりサロン」 
福祉 

A ・折紙、脳トレゲーム、楽しい

おしゃべり、軽い運動などで認

知症予防になっている。 

・地域の方との交流の場になっ

ている。 

・「おしゃべりサロン」の名称

だと女子限定と勘違いされて

しまうためか、男性の参加者

が少なく、今後検討が必要。 

継続 

５ 
子育てサロン事業「のびっ子クラ

ブと交流の場づくり」 
交流 

A ・親同士の交流ができている。 

・男親の参加もある。 

・年 1回実施している「太鼓で

遊ぼう」は、太鼓を使った人気

の企画で、参加者に好評をいた

だいている。 

・「かわむらんど」への出張

等、他団体との交流もある。 

・自治会と共同での実施を検

討していく。 

・参加者が減ってきているた

め、広報等で PR を強化して

いく。 

継続 

３ 関係機関との

つながりを強化し

ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 地域の各団体との連携事業  

a） 
福祉懇談会の実施（自治会・民児

協他） 

ささえ

あい 

A ・「地域の困りごと」について 

ディスカッションを行い活発な

意見交換となった。 

・より多くの自治会が参加し

てくれるよう働きかけてい

く。 

継続 

b） 
まちづくり協議会（天北地区・こ

もれび）との連携 
交流 

A ・両協議会主催、共催イベント

を連携しながら実施し交流を図

った。 

・市民祭り等に参加し、地区社

協の PR もできた。 

・市民祭り等は暑い時期に集

中するので、お手伝い委員の

高齢化に伴い対策を講じる必

要がある。 

・イベントの開催時期の検

討。 

継続 

c） 
我孫子第三地区民生委員児童委員

協議会との交流 

ささえ

あい 

B ・時間が足りず、相互の事業内

容まで話し合うことができなか

った。 

・共通課題の設定と情報交換

をどのようにしていくかが課

題。 

継続 
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３ 関係機関との

つながりを強化し

ます 

d） ボランティア団体との交流 
その他 

 

Ｂ ・「ボランティア市民相談窓口

て・と・り・あ」の関係ボラ

ンティア団体に、ボランティ

アメッセの参加を依頼し交流

を図った。 

・高齢者疑似体験、ボランティ

アメッセ等で小中学校 PTAや

ボランティア団体から支援を

いただき交流が図れた。 

 

・感染症の影響や高齢化に伴

い、ボランティア団体にイベ

ント参加を依頼しても困難な

場合もある。 

・現在のボランティアメッセの

実態に合わせ、名称の見直し

を行う。 

継続 

e） 高齢者なんでも相談室との連携 
福祉 

 

A ・なんでも相談室と連携し、お

元気まんてん教室、認知症サポ

ーター養成講座を共催で実施し

た。 

・RUN 伴＋あびこに参加し交

流を図った。 

 

・企画内容の充実を図ってい

く。 

継続 

f） 障がい者まちかど相談室との連携 
交流 

 

C ・月次報告にて活動状況を把握

するのみに留まっている。 

 

 

・交流活動の方法を検討。 継続 

４ 福祉に関する

情報を提供します 

７ 
福祉情報の提供と認知度 UP事業 

「ゆうゆうだより他」発行 
広報 

A ・広報誌「ゆうゆうだより」配

布自治会へ、天王台地区社協の

活動をお知らせする事により、

地区社協の認知度 UPに貢献す

る事が出来た。 

・各戸配布から回覧へ変更等

により、発行部数が減少傾向

にある。 

・より魅力的な紙面の構成が

必要。 

 

継続 

８ 
福祉サービスの情報収集と提供事

業 

ささえ

あい 

Ｃ 

 

・地域交流会の「困ったときガ

イド」の討議に参加した。 

 

 

・「困ったときガイド」の情報

宣伝活動。 

継続 
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２．学び、理解し、共にあゆむ 

活動方針 事業名 部会 
進捗 

評価 
●地域への影響 ◆課題 

★今後

取組 

５ 学習の場を提

供します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 高齢化に伴う介護予防の推進事業  

a） 

介護予防教室（シニアいきいき講

座／健康体操編・歌声編・ 

【新規】バランスボール編） 

交流 

A ・健康体操編・歌声編とも毎回

定員越えの予約があり、地域の

方が楽しみにしている企画の一

つとなった。 

・90歳代の方も参加し介護予

防にもなっている。 

・新規のバランスボール編も人

気がある。 

・バランスボール編は定員が

20名なので、予約開始後すぐ

定員に達してしまう。 

・自治会での出前講座の検

討。 

継続 

b） 認知症サポーター養成講座 
福祉 

 

A ・認知症の正しい知識が少しず

つ地域の方に浸透してきた。 

 

・若い方の参加者が非常に少

ない。 

継続 

c） 健康マージャン教室 
福祉 

 

A ・脳トレ（認知症予防）になっ

ている。 

・マージャンの楽しさを知ると

ともに、地域の知らない人との

交流ができ好評を得ている。 

・教室卒業後、マージャンを

続けられる場所を検討する。 

継続 

１０ 
健康で元気な地域づくりの推進事

業 

 

a） 健康フェア 
交流 

 

A ・地域の中の会場で、健康に関

する講座や体力測定、健康チェ

ックを受け、自分の体力を知る

事ができるので、毎年参加して

いる方も多い。 

 

 

・講座の内容の検討。 

・測定機器の充実。 

継続 

b） 
福祉に関する各種講座(健康・栄

養・消費生活・詐欺など) 
福祉 

A ・「ゆうゆうだより」への掲載

やイベント時に、講座の案内を

して参加推進した。 

・新規講座の検討。 継続 
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６ 福祉教育を推

進し、理解を深め

ます 

１１ 学校における福祉教育の推進事業 福祉 

A ・高齢者疑似体験では「高齢者

への理解」、認知症サポーター

養成講座では「認知症とはなに

か」を知ることができ、児童に

とって貴重な体験となってい

る。 

・地域内全小学校で実施できて

いる。 

・疑似体験ボランティアが高

齢化してきており、体力的に

厳しくなってきている。 

継続 

 
 
３．支援が必要な人たちを支える 

活動方針 事業名 部会 
進捗

評価 
●地域への影響 ◆課題 

★今後

取組 

7 見守り活動を

推進します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 高齢者の見守り事業  

a） 電話訪問サービスの推進 
福祉 

 

A ・利用者からは楽しくお話し

が出来たと感謝されている。 

・「電話訪問」の名称は敷居が

高く思われている。 

・利用者が減少しているた

め、引き続きゆうゆうだより

で募集かけていく。 

・電話訪問ボランティアの新

規育成。 

継続 

b） 身近な見守り活動の推進 

ささえ

あい 

 

Ｃ ・具体的な活動について検討

しており、令和 5年度に

NPO法人エンリッチの

「LINEを活用した見守りサー

ビス」についての講演を受講

した。 

・我孫子市のエンリッチ活用

状況を調査し、今後の対応を

検討する。 

継続 

１３ 子供の見守り事業 
交流 

 

B 

 

・学校からの見守り支援要請

に協力。 

・フードバンク、たすけあい

バンクへの協力。 

 

・実質的な登下校等見守り支

援の方法を検討する。 

継続 
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8 ささえあい活

動や生活支援に取

り組みます 

１４ 
生活課題の周知と生活支援活動の

推進事業(地域ささえあい活動) 

ささえ

あい 

Ａ ・ごみ出し支援事業は２０２

２年 10月開始以来、累計利

用会員申込件数 34件、累計

利用会員数 17件となってお

り、協力会員数 24名、コー

ディネーター4名で対応して

いる。 

・利用会員、協力会員からも

好評価を頂いている。また自

治会、福祉施設からの協力も

頂いている。 

 

 

・情報宣伝活動の継続。 

・市社協「あい・あびこ」と

の連携強化。 

継続 

 

9 寄付、募金運

動に取り組みます 

１５ 
【新規】寄付、募金運動の推進事

業 
その他 

Ｂ ・市社協と協力し募金箱やポ

スターの設置、イベント参加

者へ募金への協力を呼びかけ

た。 

・社協バザー品受取りの際、

提供者に確認したうえ、食料

品を「たすけあいバンク」に

寄付した。 

 

 

・協力自治会数の減少に比例

して募金額も減少している。 

・市社協「たすけあいバン

ク」との連携。 

継続 

10 福祉施設や福

祉団体を支援しま

す 

１６ 
障がい者及び福祉施設等の支援事

業 
交流 

A ・イベント時に施設で作った

製品の販売場所の提供やイベ

ント時の昼食として購入し支

援した。 

・「ゆうゆうだより」で障害者

施設を紹介した。 

 

 

 

・物品販売以外の支援方法の

検討。 

継続 
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４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 

活動方針 事業名 部会 
進捗

評価 
●地域への影響 ◆課題 

★今後

取組 

11 ボランティ

ア・市民活動がで

きる場を提供しま

す 

１７ 

地域の福祉人材の育成事業「ボラン

ティアメッセ」「協力ボランティア

の養成」 

その他 

A ・ボランティアメッセ実施の

中で「ボランティア相談窓口

て・と・り・あ」を開設し、 

ボランティア活動についての

情報を提供した。 

・中高生ボランティアの参加

もあり地域交流出来た。 

・「にじプログラム」にてボラ

ンティア募集の情報提供を掲

載することで、夏休み期間の

イベントで中高大学生ボラン

ティアを受け入れ、体験して

もらうことが出来た。 

・OB委員へ協力ボランティア

登録の推進をした。 

・定年後も仕事を続ける人が

多くなり、ボランティアのな

り手が減少している。 

・現ボランティアの高齢化。 

継続 

12 ボランティ

ア・市民活動の情

報を提供します 
１８ 

【新規】ボランティア・市民活動

の情報提供事業 
広報 

B ・「ゆうゆうだより」の紙面

で活動団体の紹介を開始。 

・他部会の委員が所属する

活動団体の紹介を継続す

る。 

 

継続 

 
 
５．安心と安全を守る取り組み 

活動方針 事業名 部会 
進捗

評価 
●地域への影響 ◆課題 

★今後

取組 

13 「あんしんカ

ード」（医療情報カ

ード）の普及 
１９ あんしんカード推進事業 その他 

Ｂ ・あんしんカードについての

問い合わせに対して普及推進

した。 

 

・イベント時や広報紙を通し

て、啓蒙推進の意識を高める。 
継続 
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14 大規模災害や

感染症に備える取

り組みをします 

２０ 
安心・安全な地域づくりの推進事

業 

 

a） 
地域の安心・安全マップ作りの推

進 
広報 

A ・地域の避難場所や、活用で

きる施設などを調査し、安

心・安全マップを作成、発信

した。 

・2014年からスタートし、

2024年で全区域の調査を終え

ることが出来た。今後の調査は

防災に特化し防災バージョンの

Mapの作成を行う。 

・調査に費やした労力と比較し

て、地域の皆様にどれ程の影響

を与えたか疑問。 

継続 

b） 
災害時要援護者等、地域の中での

見守り活動の支援 

ささえ

あい 

 

D ・ごみ出し支援の関りなど

で、避難時に支援が必要な方

の一部は把握できている。 

 

・ごみ出し支援利用会員の意向

の確認ができていない。 

継続 

 
 
６．地区社協独自 委員の交流とレベルアップ 

活動方針 事業名 部会 
進捗

評価 
●地域への影響 ◆課題 

★今後

取組 

1５ 委員の交流

と能力開発 

２１ 委員研修の実施と能力開発 その他 

Ｂ ・コロナ禍で実施できない年

度が続いたが、2024年度は

福祉バスを利用して、東庄町

の障害者施設を視察した。障

害者施設への理解を深めると

ともに委員同士の交流を図る

ことが出来た。 

 

・地区社協活動マニュアル改訂

の検討。 

継続 
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第６次我孫子市地域福祉活動計画 中間評価               令和６年度 

安心とゆとりのまち 住み続けたいまちづくり 

湖北台地区社会福祉協議会 進捗評価表 

地区理念 「明るく健康的で 住み良い湖北台のまちづくり」  

 

 

 

 

 

 

■■■今後、重要（拡充）となる事業■■■ 

  □湖北台敬老お楽しみ会 

 □見守りネットワーク推進事業 

 

 

基 本 目 標 
Ａ：十分 

できた 

Ｂ:概ね 

できた 

Ｃ:あまりで

きなかった 

Ｄ:取り組め

なかった 

目標１．広げよう、つながりの輪 63％ 25％  13％ 

目標２．学び、理解し、共にあゆむ 63％  13％ 25％ 

目標３．支援が必要な人たちを支える 75％ 25％   

目標４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 83％ 17％   

目標５．安心と安全を守る取り組み  50％ 50％  
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１．広げよう、つながりの輪             我孫子湖北台地区社協 第６次我孫子市地域福祉活動計画進捗評価表 

活動方針 事業名 進捗 

評価 
地域への影響 課題 

今後

取組 

１ 交流の場の提供や活

動の支援をします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 子育て支援事業 

B ・ほっとサロンでの経験を活

かし、市立湖北台保育園「す

まいる広場」での幼児、親と

のふれあいに参加し、活動が

軌道に乗ってきている。 

 

 

・他施設と連携してより活動

を広げていく。 

 

継続 

４ 児童福祉事業 

A ・毎年、西小・東小１・２年

生の「昔あそび」の事業に参

加、社協委員１５人以上が参

加し世代間交流にも大いに役

立っている。 

・東小では保育園児も同時参

加している。 

 

・保育園児との同時開催の時

間配分、運用方法など検討が

必要。 

継続 

１１ 湖北台敬老お楽しみ会 

A ・地域に定着している。 

・西小・東小で交互に開催し

ており、児童とのふれあいの

場としても大いに貢献してい

る Ｒ６年度は過去最高の１

６６人の参加で大盛況であっ

た。 

 

・会場までの移動に支援が必

要な人が多く、移動手段の工

夫が課題となってきた。 

拡充 
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１ 交流の場の提供や活

動の支援をします 

１２ 湖北台健康まつり 

A ・湖北台中学校で毎年開催

中、中学生がボランティアと

して５０人前後参加、ボラン

ティア活動の一環として定着

している。 

・ボッチャなどの競技を取り

入れで変化を持たせた。 

・体力測定中心から、健康イ

ベントへの行事へと内容の工

夫が必要。 

継続 

１７ 【新規】お楽しみ昼食会 

D ・お休み処の代替として新規

事業を計画したが、場所、ボ

ランティア等々課題が多く実

現には至っていない。 

 

・集いの場を提供、に向けて

前向きに検討する。 

継続 

※ 集いの場を提供する （「お休み処」の代替として「きらめきデイサービス」方式などを検討） 

２ 生きがい、仲間づ

くりを推進します 

１ 見守りネットワーク推進事業 

B ・コロナ以降活動にバラつき

が生じている、各自治会に働

きかけて「見守り組織」の活

性化を図るべく活動を続けた

い。 

・見守り組織解散の自治会も

あり、復活にむけて働きかけ

をする 

拡大 

３ 子育て支援事業 
B ・当面「スマイル広場」での

活動とした。 

・他施設への声掛けを行う。 継続 

１７ 【新規】お楽しみ昼食会 
D ・企画や日程等、検討はした

が実施には至らなかった。 

・実施に向けて調整してい

く。 

継続 

３ 関係機関とのつなが

りを強化します 

 

 

 

 

１ 見守りネットワーク推進事業 

B ・各自治会の見守り組織の事

務局として、活動の支援、情

報交換などを行う。 

・コロナ以降、活動にバラつ

きがあり、全組織での活性化

に注力した。 

・見守り組織を解散した自治

会もあり、なんとか復活に向

けて努力したい。 

拡大 
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３ 関係機関とのつなが

りを強化します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 児童福祉事業 

A ・西小・東小の行事に参加し

た。 

・社協委員会に校長が参加

し、情報交換を実施した。 

・昔遊び・認知ジュニアサポ

ーター養成講座などを定期的

に開催した。 

・学校の教育方針が変化して

いくこともあり、学校側との

情報交換が大切となってい

る。 

継続 

１０ 湖北台福祉バザー 

A ・自治会、見守り組織、まち

協、福祉事業所など各機関の

協力をいただいて定期的に開

催した。 

・運営は社協委員のほか都度

ボランティアを募集して行っ

ており、地域に定着してい

る。 

・冠婚葬祭の形態変化・メル

カリ利用など物品の介在が減

少傾向にある。 

継続 

１１ 湖北台敬老お楽しみ会 

A ・民生委員児童委員協議会と

の共催で実施した。 

・６年度は過去最高の１６６

人が参加。 

・会場までの移動手段の確保

（送迎）などが課題。 

・「社協秋祭り」のような雰

囲気づくりを行い、参加者の

年齢幅を広げていきたい。 

継続 

１２ 湖北台健康まつり 

A ・湖北台中学校生徒によるボ

ランティア活動の一環ともな

っている。 

 

・常連の高齢化もあり、参加

者が減少傾向。内容の工夫が

必要な段階に来ている。 

・体力測定中心の内容から、

ボッチャなどゲームを取り入

れ、楽しんで参加できるイベ

ントを目指したい。 

 

継続 
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３ 関係機関とのつなが

りを強化します 

１３ 鯉のぼりまつり（協賛） 

A ・湖北台４団体による協賛事

業であり、伝統の社協コーナ

ーは子供たちの大人気種目、

全体が巨大イベント化してい

る中、子ども主体のコーナー

として喜ばれた。 

・手づくり品が中心のため事

前の作業が負担となってい

る。 

・引き続き企画の充実をはか

る。 

継続 

１４ 新年の集い 

A ・委員・代議員・関連機関な

ど相互の親睦が図れている。 

 

 

・行事が集中する１月を避け

て２月開催とする案を検討す

る。 

継続 

４ 福祉に関する情報を

提供します 

１６ こほく台地区社協だより 

A ・地区社協の行事、事業の紹

介、予告、結果報告などを年

２回発行している。 

・電話訪問利用のすすめ、共

同募金などの宣伝なども行っ

た。 

 

・全戸配布を自治会に依頼し

ているが、先方の体力の問題

もあり、検討課題。 

継続 

 

 

２．学び、理解し、共にあゆむ 
活動方針 事業名 進捗 

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

５ 学習の場を提供しま

す 

 

 

 

 

５ 介護予防教室 

A ・「転ばないための体操教

室」を毎年開催しているが、

家庭で簡単に取り組める、実

技中心のやり方が好評で、毎

回定員一杯になるほど人気で

ある。 

・マンネリ防止として「口腔

ケア」なども検討。 

継続 
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５ 学習の場を提供しま

す 

６ 認知症サポーター養成講座 

A ・一般向けは２３回開催の実

績を誇る事業、もうすぐ累積

１０００人となる、リピータ

ーも参考になるような内容に

なっており毎回定員以上の申

込あり。 

・若い年齢層も参加できるよ

う土・日開催を模索してい

る。 

継続 

９ 災害対策事業 

C ・各自治会単位の自主防災組

織との連携における情報交換

程度にとどまっている。 

・独自企画による防災関連の

勉強会などを検討。 

・独自のチラシで災害に備え

る大切さをアピールするなど

を検討中。 

継続 

１５ 委員研修会 

A ・委員および電話訪問ボラン

ティアを対象に定期的に研修

会を開催している。 

・ＪAXA・食と農の科学館を

視察した。  

・傾聴講座を適宜開催中。 

・バス研修は福祉バスの予約

獲得次第となっている。 

継続 

１７ 【新規】お楽しみ昼食会 

D ・企画等、検討をしたが実施

には至っていない。 

・お休み処でのスタッフ（ボ

ランティア）は軒並み高齢化

しており、若手の担い手発掘

が課題。 

・お休み処の代替として実行

を目指しているが場所・スタ

ッフなど諸問題が多く難航し

ている。見守り組織活性化の

点からも、事業が開始できる

よう進めていきたい。 

 

継続 
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６ 福祉教育を推進し、

理解を深めます 

７ 
台中生向け「認知症サポーター養成講

座」 

A ・３年生を対象に１２回開催 

・学校の年間行事に組み入れ

ての定期開催となっており、

理解、協力が得られている。 

・父兄の関心と理解が高まる

ような講座にしたい。 

・生徒自身で何が出来るかを

考えることに重点を置きたい

旨、学校側からの要望があ

る。 

継続 

８ 
小学生向け「ジュニア認知症サポータ

ー養成講座」 

A ・西・東小学校６年生対象に

開催した。 

・高齢者疑似体験はじめ、児

童に理解しやすい内容で、好

評を得ている。 

高齢者なんでも相談室との共

催が効果的である。 

・疑似体験は委員側のスタッ

フ確保が課題となっている。 

継続 

１７ 【新規】お楽しみ昼食会 
D ・検討段階で実施に至ってい

ない。 

・スタッフ確保が大きな課題

となっている。 

継続 

 

 

３．支援が必要な人たちを支える 
活動方針 

事業名 

進捗

評価 

 

地域への影響 課題 今後

取組 

7 見守り活動を推進し

ます 

 

 

 

 

 

１ 見守りネットワーク推進事業 

B ・自治会単位の活動に毎年

助成金を支給している。 

・コロナ以降解散・活動中

断のケースが出ており、自

治会によってバラつきが出

ている。 

 

・自治会によって、協力の度

合いにバラつきがある。 

・全自治会での活動復活や活

性化図るべく努力する。 

拡充 
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7 見守り活動を推進し

ます 

２ 電話訪問サービス事業 

A ・長年の実績があり、コロ

ナ以降口コミでの利用者増

加の傾向。 

・数日間応答がないため、

民生委員、なんでも相談室

と連携して無事を確認する

ケースがあった。 

・ボランティアスタッフが高

齢化しており、新たな担い手

確保が大きな課題となってい

る。 

継続 

8 ささえあい活動や生

活支援に取り組みます 

 

 

 

１ 見守りネットワーク推進事業 

A ・ニーズ調査のため、住民

アンケートを実施した。 

・活動組織のばらつきを是正

したい。 

・懸案の住民アンケート終了

し、データを今後の活動の参

考にしたい。 

拡充 

１０ 湖北台福祉バザー 

A ・値付け、販売のボランテ

ィアを都度募集し、福祉事

業への参加意欲向上に寄与

している。 

・売れ残り品を福祉事業

所、幼稚園、ＰTAなどに声

掛けをし、有効活用につな

げている。 

・物の介在が減少傾向で提供

品の質、量が減少している。 

継続 

9 寄付、募金運動に取

り組みます 

１０ 湖北台福祉バザー 

A ・収益還元として西・東

小、台中への寄付を実施。 

・湖北小火災被害に対する

寄付を実施した。 

 

・地域還元として地元の理

解も十分得られている。 

 

・若い世代はメルカリ・お宝

やなどの利用が中心で、バザ

ーには抵抗感を感じている可

能性もある。 

継続 
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10 福祉施設や福祉団体

を支援します 

 

 

 

 

 

 

１０ 湖北台福祉バザー  

A ・バザー会場で施設の手づ

くり品などの展示販売コー

ナーを設置するなどで支援

している。 

・売れ残り品の提供も行っ

た。 

 

 

 

・スペースが狭い。 継続 

１１ 湖北台敬老お楽しみ会 

A ・体の不自由な人が気楽に

参加できるよう、送迎バス

で対応した。 

・以前、近隣のデイサービス

施設利用者を招待していた

が、移送や介助の対応が困難

であるため、継続できなかっ

た。当時好評であたったため

復活を検討したい。 

・送迎について、バスでは小

回りが利かないため、大型バ

ン投入などを検討している。 

 

 

 

拡充 

１２ 湖北台健康まつり 

B ・現状参加者は限定的とな

っている。 

・体力測定中心から、ボッチ

ャなどゲーム感覚を取り入れ

ることで活性化を図っていき

たい。 

 

 

 

継続 
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４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 
活動方針 

事業名 
進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

11 ボランティア・市民

活動ができる場を提供しま

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 電話訪問サービス事業 

A ・専門ボランティア１５人程

度で運用。 

 

・長寿大学に働きかけて数人

協力をいただいたが、ボラン

ティアの確保が喫緊の課題。 

・ベテランが多いが高齢化が

顕著、若手を募集しているが

苦戦中である。 

 

継続 

３ 子育て支援事業 

B ・「すまいる広場」での活動が

軌道に乗りつつある。   

・対応できる委員の養成も必

要。 

・他施設への広がりを模索

中。 

 

継続 

１０ 湖北台福祉バザー 

A ・都度ボランティアを募集

し、値付け・販売を担ってい

ただいており、貴重な戦力と

なっている。 

 

・バザー品購入も福祉への協

力ということを理解してもら

う情報発信を心掛ける。 

継続 

 

１１ 湖北台敬老お楽しみ会 

A ・福祉施設の手づくり品を参

加者記念品として使用し、営

業支援している。 

・高齢者に限らず若い世代も

参加しやすい内容ネーミング

の工夫などが検討課題。 

・コロナ前のように会場設置

作業、お茶のサービスなどの

障がい者の出番も検討が必

要。 

 

拡充 
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11 ボランティア・市民

活動ができる場を提供しま

す 

１２ 湖北台健康まつり  

A ・台中生によるボランティア

活動は、毎年５０人前後参加

がいて、完全に定着してい

る。 

・看護師OBもボランティア

として測定などで活躍してい

る。 

 

・一般参加者の増加策が当面

の課題。 

継続 

12 ボランティア・市民

活動の情報を提供します 
１６ こほく台地区社協だより 

A ・地区社協の事業・行事の報

告、予告などの新聞を発行し

ている。 

・自治会、見守り活動などの

事例紹介なども今後取り上げ

を検討したい。 

 

継続 

 

 
５．安心と安全を守る取り組み 
活動方針 事業名 進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

13 「あんしんカード」

（医療情報カード）の普及 

１ 見守りネットワーク推進事業 

B ・安心カードは民生委員との連

携も含め積極的に推進した。 

 

・組織の活動バラつきを是正

していきたい。 

・地域に浸透しつつある、

「見守り組織交流懇談会」の

活性化を図っていきたい。 

拡充 

14 大規模災害や感染症

に備える取り組みをします 
９ 災害対策事業 

C ・各自治会の自主防災組織との

情報共有に注力した。 

・地区社協たよりの紙面を活

用した情宣も検討。 

 

 

継続 
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第６次我孫子市地域福祉活動計画 中間評価               令和６年度 

安心とゆとりのまち 住み続けたいまちづくり 

湖北・新木地区社会福祉協議会 進捗評価表 

地区理念 「地域の福祉はみんなで支えよう！」 

 

 

 

 

 

 

■■■今後、重要（拡充）となる事業■■■ 

  □こほく・あらき福祉まつり 

  □高齢者見守り事業 いきいき塾 

 

基 本 目 標 
Ａ：十分 

できた 

Ｂ:概ね 

できた 

Ｃ:あまりで

きなかった 

Ｄ:取り組め

なかった 

目標１．広げよう、つながりの輪 68％ 4％  28％ 

目標２．学び、理解し、共にあゆむ 67％ 7％ 7％ 20％ 

目標３．支援が必要な人たちを支える 73％ 9％  18％ 

目標４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 73％ 9％  18％ 

目標５．安心と安全を守る取り組み 50％  17％ 33％ 
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１．広げよう、つながりの輪            我孫子湖北・新木地区社協 第６次我孫子市地域福祉活動計画進捗評価表 

活動方針 事業名 進捗 

評価 
地域への影響 課題 

今後

取組 

１ 交流の場の提供や活

動の支援をします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・各団体の発表やブース設置

により、来場者へ活動への理

解を広め、地域や世代間の交

流を図った。 

 

・ホールでの発表中など、鑑

賞の妨げになることがないよ

う、来場者の動線を検討する

必要がある。 

拡充 

2 
地域福祉推進事業 地域お楽しみ

会 

Ａ ・プロの芸能鑑賞は好評であ

り、地域の有志団体による発

表は活動発表の場を提供でき

た。 

・例年同じ発表内容にならな

いよう検討・調整していく。 

継続 

3 
福祉教育推進事業 世代間交流事

業 

Ａ ・各種イベントにてむかしあ

そびブースを出展し、遊び方

を教えることで交流の場を提

供した。 

・担い手が減少傾向にある

が、好評のため担い手を育成

していく。 

継続 

4 
福祉教育推進事業 福祉教育推進

員会議の実施 

Ａ ・福祉まつりでは、学校と協

働して学生ボランティアによ

る司会進行や会場運営を行

い、来場者との世代間交流の

場の提供に繋がった。 

 

・人事異動・委員改選の際に

滞りなく引継げるよう整備す

る。 

継続 

5 
高齢者見守り事業 一人暮らし高

齢者日帰りバス旅行 

Ａ ・外出が困難な独居高齢者同

士の交流の場を提供し、地域

内の住民の関係強化繋がっ

た。 

・参加希望者が多く、参加者

（独居高齢者・担当民生委

員）をしぼる対応を取ってい

るため、開催方法を検討す

る。 

継続 
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１ 交流の場の提供や活

動の支援をします １５ 
【新規】こほく・あらきウォークラリ

ー 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 

１６ 【新規】こほく・あらき お料理教室 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 

新規 【新規】ほうかご学習室 

A ・湖北小学校運営委員会の中

で議題として挙がったことか

らことから、令和６年７月よ

り湖北小の空き教室を活用し

て取り組みを始める。 

・現在、２０人前後の児童が

利用をしている。今後、どの

ような形で支援していくか検

討していく。 

継続 

２ 生きがい、仲間づ

くりを推進します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 
福祉教育推進事業 世代間交流事

業 

Ａ ・各種イベントにてむかしあ

そびブースを出展し、遊び方

を教えることで普段交流でき

ない世代と交流する機会を創

出した。 

・担い手が減少傾向にある

が、好評のため担い手を育成

していく。 

継続 

6 こほく・あらき健康まつり 

Ａ ・測定等を行うことで、健康

に対する意識向上につなげ、

生きがいや仲間づくりの動機

づけを行った。 

・機材の老朽化、例年同じ内

容での測定のため、工夫が必

要か。 

継続 

7 
子育て支援事業 おやっこルーム

（事業統合） 

Ａ ・事業を運営する委員、参加

する住民共に交流すること

で、コミュニティが出来た。 

・子育て世代のニーズに沿っ

た内容で開催することで、参

加者の増加につなげたい。 

継続 

8 
【新規】高齢者見守り事業 いき

いき塾 

Ａ ・既存の受講者を通じて新し

い受講者が参加するなど、地

域の繋がりを強化することが

できた。 

・参加人数の変動があるた

め、開場確保や日数の調整を

検討していく。また、長期で

参加している受講者に向け、

講師と内容を協議していく。 

拡充 
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２ 生きがい、仲間づ

くりを推進します 

9 
【新規】高齢者見守り事業 傾聴

活動 

Ｂ ・各教室事業と併せて開催す

ることで交流の場を提供で

き、地域住民同士の関係強化

につながった。 

 

・担い手をどのように確保し

ていくかが課題となってい

る。 

継続 

１５ 
【新規】こほく・あらきウォークラリ

ー 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 

１６ 【新規】こほく・あらき お料理教室 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 

１７ 【新規】子ども見守り事業 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・自治会既に取り組まれてお

り、検討はしたが実施には至

らなかった。 

縮小 

新規 【新規】ほうかご学習室 

A ・湖北小学校運営委員会の中

で議題として挙がったことか

らことから、令和６年７月よ

り湖北小の空き教室を活用し

て取り組みを始める。 

 

・現在、２０人前後の児童が

利用をしている。今後、どの

ような形で支援していくか検

討していく。 

継続 

３ 関係機関とのつなが

りを強化します 

 

 

 

 

 

 

4 
福祉教育推進事業 福祉教育推進

員会議の実施 

Ａ ・福祉まつりや高齢者疑似体

験の調整のため関係機関と連

携を図った。 

 

・人事異動・委員改選の際に

滞りなく引継げるよう整備す

る。 

継続 

6 こほく・あらき健康まつり 

Ａ ・高齢者なんでも相談室や保

健センターの職員派遣を依頼

することで、関係機関との連

携強化に繋がった。 

・機材の老朽化、例年同じ内

容での測定のため工夫が必要

か。 

継続 
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３ 関係機関とのつなが

りを強化します １６ 【新規】こほく・あらき お料理教室 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 

１７ 【新規】子ども見守り事業 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・自治会既に取り組まれてお

り、検討はしたが実施には至

らなかった。 

縮小 

新規 【新規】ほうかご学習室 

A ・湖北小学校運営委員会の中

で議題として挙がったことか

らことから、令和６年７月よ

り湖北小の空き教室を活用し

て取り組みを始める。 

・現在、２０人前後の児童が

利用をしている。今後、どの

ような形で支援していくか検

討していく。 

継続 

４ 福祉に関する情報を

提供します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・福祉関連施設やボランティ

ア団体等へ参加呼び掛けるこ

とで、参加者に地域の施設や

ボランティア活動を知っても

らう機会をつくった。 

 

・地域の企業や商店にも参加

を呼びかけ、更なる集客がで

きるようにしたい。 

拡充 

6 こほく・あらき健康まつり 

Ａ ・健康に関する講演会やアド

バイスを受けられる場を提供

することで、地域住民の健康

意識を高めることに繋がっ

た。 

 

・機材の老朽化、例年同じ内

容での測定のため工夫が必要

か。 

継続 

10 こほく・あらき地区社協だより 

Ａ ・各団体の紹介や活動のイン

タビュー、寄稿等を依頼し、

地域住民への情報提供ができ

た。 

 

・担当委員が退任されたた

め、現任で内容の質を維持で

きるよう検討していく必要が

ある。 

継続 
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２．学び、理解し、共にあゆむ 
活動方針 事業名 進捗 

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

５ 学習の場を提供しま

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・地域の学校と協議体を持つ

など連携を強化することで、

子どもたちに学びの場を提供

できた。 

・今後も各学校との協力関係

を継続していきたい。 

拡充 

4 
福祉教育推進事業 福祉教育推進員

会議の実施 

Ａ ・福祉まつりや高齢者疑似体

験の調整のため、関係各機関

との連携を図った。 

 

・人事異動・委員改選の際に

滞りなく引継げるよう整備す

る。 

継続 

6 こほく・あらき健康まつり 

Ａ ・健康に関する講演会やアド

バイスを受けられる場を提供

することで、地域住民の健康

意識の向上に繋がった。 

 

・機材の老朽化、例年同じ内

容での測定のため工夫が必要

か。 

継続 

8 
【新規】高齢者見守り事業 いきい

き塾 

Ａ ・各種教室を開催し、学習の

場を提供できた。 

・参加人数の変動があるた

め、開場確保や日数の調整を

検討していく。また、長期で

参加している受講者に向け、

講師と内容を協議していく。 

拡充 

11 
福祉教育推進事業 認知症サポータ

ー養成講座 

Ａ ・全生徒が在学中に受講でき

るよう調整し、学習の場の提

供に繋がった。 

・受講対象を広げたいという

声があるため、関係機関と連

携し検討していく。 

継続 

12 委員研修 

Ｂ ・福祉や環境に関する施設見

学を実施し、委員に学習の場

を提供した。 

 

・行き先を探すことが難しく

なってきている。 

継続 
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５ 学習の場を提供しま

す 

13 
自治会向け認知症サポーター養成講

座 

Ｃ ・各自治会との調整がつか

ず、毎年の実施はできなかっ

た。 

また、受講希望者もあまりい

なかった。 

・PRを継続するとともに、

ニーズを今一度確認する必要

がある。 

縮小 

１５ 
【新規】こほく・あらきウォークラリ

ー 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 

１６ 【新規】こほく・あらき お料理教室 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 

新規 【新規】ほうかご学習室 

A ・湖北小学校運営委員会の中

で議題として挙がったことか

らことから、令和６年７月よ

り湖北小の空き教室を活用し

て取り組みを始める。 

 

・現在、２０人前後の児童が

利用をしている。今後、どの

ような形で支援していくか検

討していく。 

継続 

６ 福祉教育を推進し、

理解を深めます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・各学校によるステージ発表

や作品の展示を行うことで、

学校活動を地域へ広めること

ができた。 

・今後も各学校との協力関係

を継続していきたい。 

 

拡充 

3 福祉教育推進事業 世代間交流 

Ａ ・各種イベントにてむかしあ

そびブースを出展し、地区社

協活動のＰＲを行った。 

 

・担い手が減少傾向にある

が、好評のため担い手を育成

していく。 

継続 

4 
福祉教育推進事業 福祉教育推進員

会議の実施 

Ａ ・福祉まつりや高齢者疑似体

験の調整のため、関係各機関

との連携を図った。 

・人事異動・委員改選の際に

滞りなく引継げるよう整備す

る。 

継続 
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６ 福祉教育を推進し、

理解を深めます 11 
福祉教育推進事業 認知症サポータ

ー養成講座 

Ａ ・全生徒が在学中に受講でき

るよう調整し、学習の場の提

供に繋がった。 

・受講対象を広げたいという

声があるため、関係機関と連

携し検討していく。 

継続 

１６ 【新規】こほく・あらき お料理教室 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 

 

 

３．支援が必要な人たちを支える 
活動方針 

事業名 
進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

 7 見守り活動を推進し

ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 
高齢者見守り事業 一人暮らし高齢者

日帰りバス旅行 

Ａ ・民生委員と日帰り旅行に行

くことで、普段の活動に加え

て関係を深める場を提供し

た。また、近隣住民同士の交

流の場にもなった。 

・参加希望者が多く、参加者

（独居高齢者・担当民生委

員）をしぼる対応を取ってい

るため、開催方法を検討す

る。 

継続 

8 
【新規】高齢者見守り事業 いきいき

塾 

Ａ ・既存の受講者を通じて新し

い受講者が参加するなど、地

域の繋がりを強化することが

できた。 

・参加人数の変動があるた

め、開場確保や日数の調整を

検討していく。また、長期で

参加している受講者に向け、

講師と内容を協議していく。 

拡充 

 

9 【新規】高齢者見守り事業 傾聴活動 

Ｂ ・各教室事業と併せて開催す

ることで交流の場を提供で

き、地域住民同士の関係強化

につながった。 

・担い手の確保と必要なスキ

ル習得をどのように進めてい

くか検討する。 

継続 

１６ 【新規】こほく・あらき お料理教室 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 
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7 見守り活動を推進しま

す 
１７ 【新規】子ども見守り事業 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・自治会既に取り組まれてお

り、検討はしたが実施には至

らなかった。 

 

縮小 

新規 【新規】ほうかご学習室 

A ・湖北小学校運営委員会の中

で議題として挙がったことか

らことから、令和６年７月よ

り湖北小の空き教室を活用し

て取り組みを始める。 

 

・現在、２０人前後の児童が

利用をしている。今後、どの

ような形で支援していくか検

討していく。 

継続 

 8 ささえあい活動や生

活支援に取り組みます 

1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・年度ごとに企画の見直し、

改善をすることで、地域住民

が参加しやすい内容にできる

よう努めた。 

 

・より多くの地域住民を巻き

込んでいくことで、潜在して

いる地域の困りごとが見つけ

られるようにする。 

拡充 

9 寄付、募金運動に取

り組みます 
1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・共同募金ブースを設置し、

募金活動を行った。バザーを

開催し、売上金から寄付を行

った。 

・引き続きイベント開催の際

には募金活動を行うよう努め

る。 

拡充 

10 福祉施設や福祉団体

を支援します 

 

 

 

 

 

 

1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・各団体の発表やブース設置

により、来場者への活動の理

解が広まった。 

・ホールでの発表中など、来

場者の同線を検討する必要が

ある。 

拡充 

8 
【新規】高齢者見守り事業 いきい

き塾 

Ａ ・各種教室の講師等と協働す

ることで連携強化を図った。 

・参加人数の変動があるた

め、開場確保や日数の調整を

検討していく。また、長期で

参加している受講者に向け、

講師と内容を協議していく。 

拡充 
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10 福祉施設や福祉団体

を支援します 

 10 こほく・あらき地区社協だより 

Ａ ・各団体の紹介や活動のイン

タビュー、寄稿等を依頼し、

地域住民への情報提供ができ

た。 

 

・担当委員が退任されたた

め、現任で内容の質を維持で

きるよう検討していく必要が

ある。 

継続 

 

 

４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 
活動方針 

事業名 
進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

11 ボランティア・市民

活動ができる場を提供しま

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・福祉関連施設やボランティ

ア団体等へ参加呼び掛けるこ

とで、ボランティア・市民活

動ができる場を提供した。 

 

 

・地域の企業や商店にも参加

を呼びかけていく。 

拡充 

2 地域福祉事業 地域お楽しみ会 

Ａ ・プロの芸能鑑賞は好評であ

り、地域の有志団体による発

表は活動発表の場を提供でき

た。 

 

 

・例年同じ発表内容にならな

いよう検討・調整していく。 

継続 

3 福祉教育推進事業 世代間交流事業 

Ａ ・各種イベントにてむかしあ

そびブースを出展し、ボラン

ティア・市民活動ができる場

を提供した。 

 

 

・担い手が減少傾向にある

が、好評のため担い手を育成

していく。 

継続 
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11 ボランティア・市民

活動ができる場を提供しま

す 7 
子育て支援事業 おやっこルーム

（事業統合） 

Ａ ・事業を運営する委員、参加

する住民共に交流することが

でき、コミュニティが出来

た。 

 

・開催内容のバリエーション

が増える様検討していく。 

継続 

8 
【新規】高齢者見守り事業 いきい

き塾 

Ａ ・委員が主体となって各教室

の運営を行い、活動の場を提

供した。 

・参加人数の変動があるた

め、開場確保や日数の調整を

検討していく。また、長期で

参加している受講者に向け、

講師と内容を協議していく。 

 

拡充 

 

9 
【新規】高齢者見守り事業 傾聴活

動 

Ｂ ・各教室事業と併せて開催す

ることで交流の場を提供で

き、地域住民同士の関係強化

につながった。 

 

・担い手をどのように確保し

ていくかが課題である。 

継続 

１６ 
【新規】こほく・あらき お料理教

室 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

縮小 

１７ 【新規】子ども見守り事業 

Ｄ ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・自治会既に取り組まれてお

り、検討はしたが実施には至

らなかった。 

縮小 

新規 【新規】ほうかご学習室 

A ・湖北小学校運営委員会の中

で議題として挙がったことか

らことから、令和６年７月よ

り湖北小の空き教室を活用し

て取り組みを始める。 

 

・現在、２０人前後の児童が

利用をしている。今後、どの

ような形で支援していくか検

討していく。 

継続 
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12 ボランティア・市民

活動の情報を提供します 

 

 

 

 

 

1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・福祉関連施設やボランティ

ア団体等へ参加呼び掛けるこ

とで、地域住民がボランティ

ア・市民活動の情報が取れる

よう努めた。 

・地域の企業や商店にも参加

を呼びかけていく。 

 

拡充 

10 こほく・あらき地区社協だより 

Ａ ・各団体の紹介や活動のイン

タビュー、寄稿等を依頼し、

地域住民への情報提供ができ

た。 

 

・担当委員が退任されたた

め、現任で内容の質を維持で

きるよう検討していく必要が

ある。 

継続 

 

 

５．安心と安全を守る取り組み 
活動方針 事業名 進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

13 「あんしんカード」

（医療情報カード）の普及 

 

 

 

1 こほく・あらき福祉まつり 

Ａ ・受付にあんしんカードを設置

し、周知を行った。 

 

・今後もあんしんカードの普

及を推進していく。 

拡充 

2 地域福祉推進事業 地域お楽しみ会 

Ａ ・受付にあんしんカードを設置

し、周知を行った。 

 

・今後もあんしんカードの普

及を推進していく。 

継続 

14 福祉懇談会 

Ｃ ・あんしんカードの事業内容に

触れるテーマでの懇談会開催は

できなかった。 

・適宜ニーズを調査し、ニー

ズに沿った内容で開催してい

く。 

・今後の運営方法について見

直しをする。 

 

継続 
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14 大規模災害や感染症

に備える取り組みをしま

す 

 

 

 

14 福祉懇談会 

Ａ ・令和６年度は「災害ボランテ

ィアセンターと地区社協の関わ

りについて」をテーマに開催

し、災害時の市社協・地区社協

の役割についてを周知すること

ができた。 

・適宜ニーズを調査し、ニー

ズに沿った内容で開催してい

く。 

・令和 7年度に災害対策室

を設置予定であり、今後は災

害対策室で福祉懇談会を運営

していきたい。 

 

継続 

１５ 
【新規】こほく・あらきウォークラ

リー 

Ｄ ・検討をしたが実施には至

らなかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

 

縮小 

１６ 
【新規】こほく・あらき お料理教

室 

Ｄ ・検討をしたが実施には至

らなかった。 

・まち協で開催している事も

あり、検討はしたが実施には

至らなかった。 

 

縮小 
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第６次我孫子市地域福祉活動計画 中間評価               令和６年度 

安心とゆとりのまち 住み続けたいまちづくり 

 

布佐地区社会福祉協議会 進捗評価表 

地区理念 「地域の福祉はみんなで支えよう！」 

 

 

 

 

 

 

■■■今後、重要（拡充）となる事業■■■ 

  □学び、理解し、共に歩む  この姿勢で今後の地区社協活動を進めていきたい 

（健康マージャン教室、チェアヨガ教室、スマホ相談会等々） 

 □支援が必要な人たちを支える 

  （民生委員、高齢者なんでも相談室、各自治会や防犯パトロール隊と情報交換や連携事業を通して進める） 

基 本 目 標 
Ａ：十分 

できた 

Ｂ:概ね 

できた 

Ｃ:あまりで

きなかった 

Ｄ:取り組め

なかった 

目標１．広げよう、つながりの輪 58％ 8％  33％ 

目標２．学び、理解し、共にあゆむ 86％   14％ 

目標３．支援が必要な人たちを支える 33％ 33％  33％ 

目標４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 100％    

目標５．安心と安全を守る取り組み 33％ 33％  33％ 
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１．広げよう、つながりの輪              我孫子布佐地区社協 第６次我孫子市地域福祉活動計画進捗評価表 

活動方針 事業名 進捗 

評価 
地域への影響 課題 

今後

取組 

１ 交流の場の提供や活

動の支援をします 1 布佐地区社協まつり 

A ・ふさの風と南近隣の 2か所

で開催しているので、地域の

人が参加しやすい。 

・主催者、来場者共に高齢化

のため、負担のない開催方法

の検討と関心の高い内容での

開催を検討。 

継続 

2 布佐歩記行 
A ・住民同士の交流を目的とし

た 17年継続の行事で、みん

な楽しみにしている。 

・高齢化により長距離歩くこ

とが難しいため、コースや場

所に配慮が必要。 

継続 

3 布佐新緑まつり（布佐商興会に協賛） 
D ・コロナ禍以降、実施できて

いない。 

・ニーズの確認ができず、事

業廃止となる。 
廃止 

新規 布佐夜市 
A ・布佐商興会より依頼があ

り、令和 5年度に出店してい

る。 

・来年度以降も継続してい

く。 
継続 

２ 生きがい、仲間づ

くりを推進します 

4 
高齢者サロン「さつきの会」「ふれあ

いサロン“かえで”」の支援 

A ・参加者が楽しみにしてい

る。 

・家にこもりがちな方が増え

てきているため、家から出る

きっかけづくりをした。 

・高齢者のコミュニティとし

て、関わりや生きがいづくり

につなげた。 

移動手段がなく、来られない

方が多いため送迎を検討。 
継続 

5 
子育てサロン「すくすくほっとひろ

ば」 

D ・検討をしたが実施には至ら

なかった。 

・子どもの減少とともに保護

者の移動手段が車である家庭

も多く、ニーズの確認ができ

ない。 

廃止 

３ 関係機関とのつなが

りを強化します 

 

 

3 布佐新緑まつり（布佐商興会に協賛） D ・コロナ禍以降、実施できて

いない。 

・ニーズの確認ができず、事

業廃止となる。 
廃止 

６ 「健康」「防犯」等 布佐・新木地区

高齢者なんでも相談室との共催事業 

A ・終活に関しては反響あり。 

・布佐商興会とは連絡・情報

交換共に密に取れている。 

・防犯パトロールとの情報交

換等が不足しているため、情

報交換の場や方法を検討。 

継続 
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３ 関係機関とのつなが

りを強化します 

新規 布佐夜市 A ・布佐商興会より依頼があ

り、令和 5年度に出店してい

る。 

 

・来年度以降も継続してい

く。 
継続 

４ 福祉に関する情報を

提供します 
7 施設見学会 

D ・地域にある福祉施設の存在

は認知・理解されてきてい

る。 

・コロナで中止になって以来

未実施となっており、クリー

ンセンターや新設老人ホーム

の見学等、内容の企画検討を

している。 

縮小 

8 
福祉施設との情報・意見交換会（ホー

ム、デイサービスセンター等） 

B ・定例委員会で代表者にアプ

ローチした。 

・委員が多忙な中高齢化も重

なり、なかなか実施できな

い。 

継続 

9 広報紙「布佐地区社協だより」発行 

A ・小中学校を含む地域と社協

の話題を発信した。 

・防犯・防災に関する注意喚

起をした。 

 

・福祉に関する情報、地域で

関心の高い内容を調査し、情

報提供できる媒体を作成して

いく。 

継続 

 

 

２．学び、理解し、共にあゆむ 
活動方針 事業名 進捗 

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

５ 学習の場を提供しま

す 

 

 

 

 

 

 

 

10 健康マージャン教室 

A ・参加者に大好評。人の繋が

りが広がっている。 

・半年が 1ターム、1年間

で卒業となるが、それまでに

覚えきれない方もいらっしゃ

る。 

 

継続 

11 健康体操教室  ⇒チェアヨガ教室 

A ・講師も好評で口コミで広が

っている。 

・名称を馴染みやすいものに

変更している。 

 

 

・急遽中止になった時の周知

対応が難しい。 
継続 
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５ 学習の場を提供しま

す 

 12 高校生の子育てサロン 

D ・コロナ禍以降未実施。 ・未就学児の事業をやってい

ないため、子どもの派遣が困

難であることから、宝保育園

のぐるんぱクラブに引継ぎ、

事業を 

廃止する。 

廃止 

13 星空ウォッチング 

A ・幼児から高齢者まで楽しめ

ている。 

・雨天時の対応。 

・夜の行事なので来場者の帰

宅時の安全確保。 

 

継続 

14 【新規】スマホ教室 

A ・徐々に周知されてきて、来

場者に好評をいただいてい

る。 

 

・PRの強化。 継続 

15 委員研修 
A ・委員を対象に学習の場を提

供した。 

・参加者の関心の高い研修を

企画する。 

 

継続 

６ 福祉教育を推進し、

理解を深めます 16 高齢者疑似体験、車いす体験教室 
A ・学校の授業に協力する形に

変更して対応した。 

 

ボランティア集めで委員以外

へのアプローチ 
継続 

 
 
３．支援が必要な人たちを支える 

活動方針 
事業名 

進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

 7 見守り活動を推進し

ます 

 

 

 

 

17 
各自治会の防犯パトロール隊との情報

交換 

D ・定期的な懇談はできていな

い。 

・パトロール隊に所属してい

る委員が数名いるため、そこ

から得た情報を委員全体の啓

発活動に繋げることができ

た。 

 

・定期（半期に 1度程度）

の懇談を持ちたい。 

・定例委員会で活動状況を報

告してもらう。 

・高齢化が進み、悪質で物騒

な事件が頻発する中、連携は

重要と考える。 

継続 
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 7 見守り活動を推進し

ます 

 

 18 民生委員児童委員との懇談 

B ・定期的な懇談はできていな

い。 

・住民から相談を受けた際、

民生委員児童委員と情報共有

し、必要な支援に繋げられる

よう配慮した。 

・定期（半期に 1度程度）

の懇談を持ちたい。 

・定例委員会で活動状況を報

告してもらうよう働きかけ

る。 

・地域に潜在する多問題家庭

等、支援が必要な世帯の顕在

化。 

 

継続 

19 各自治会老人会との情報交換 

B ・社協の情報や催事等のチラ

シを老人会に配布・呼びかけ

をしてもらい、情報は伝わっ

ている。 

 

・委員を輩出していない団体

との関わりを作っていく。 

・老人会側からの情報は一部

しか入ってこない 

継続 

 8 ささえあい活動や生

活支援に取り組みます 

20 
ささえあいに向けて自治会へのアンケ

ート 

D ・コロナ禍以降、アンケート

の実施ができていない。 

・見守り活動で話し合った中

から課題を拾って取り組む。 

・高齢化で自治会活動にも消

極的な団体が増えている中、

どう展開していくかを検討す

る。 

縮小 

9 寄付、募金運動に取

り組みます 
21 災害募金の呼び掛け 

A ・広報紙を通して呼びかける

ことで、一定の反響はある。 

・更に周知して広げていきた

い。 
継続 

22 赤い羽根募金の呼び掛け 
A ・広報等や自治会を通して、

周知はしている。 

・年々募金額が減少している

ため、広げていきたい。 
継続 

10 福祉施設や福祉団体

を支援します 23 
市内福祉施設の物品販売（事務所開所

日＆イベント開催時） 

A ・物品販売を通して地域の

方々が施設を知り、理解が深

まっている。 

・イベント開催時等に福施設

関係者を招き、地域住民と直

接かかわる機会をつくる。 

継続 

24 手作りピザ教室 

D ・参加していた施設通所者も

施設の行事で多忙のため、２

つの教室に参加することが難

しいとの声があった。 

・２つの料理教室の継続は困

難であるため、廃止とする。 
廃止 

25 手作りうどん教室 

B ・参加していた施設通所者も

施設の行事で多忙のため、２

つの教室に参加することが難

しいとの声があった。 

・手作りピザ教室を廃止し、

統合的な参加者確保を狙う。 
継続 
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４．一人ひとりが参加できる仕組みづくり 
活動方針 

事業名 
進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

11 ボランティア・市民

活動ができる場を提供しま 

           す 
26 子ども学習室や子ども食堂の支援 

A ・広報紙で取り上げたことも

あって、少しずつ認知度が上

がり、寄付もいただいてい

る。 

 

・更に地域の人に知ってもら

い、支援に繋げていきたい。 
継続 

12 ボランティア・市民

活動の情報を提供します 

27 てとりあ等と連携してポスター掲示

や広報紙に掲載 

A ・地区社協の周辺にいる方た

ち、会館利用者には浸透して

きている。 

 

・次の世代に繋げるために方

法を模索。 

継続 

 

 

５．安心と安全を守る取り組み 
活動方針 事業名 進捗

評価 

地域への影響 課題 今後

取組 

13 「あんしんカード」

（医療情報カード）の普及 
28 

避難訓練や自治会での防災講習会等

で紹介 

A ・地域住民に認知されてきてい

る。 

・情報の更新を促したい。 継続 

14 大規模災害や感染症

に備える取り組みをします 
29 

災害時のボランティアの呼び掛けや

情報提供 

B ・大雨等の災害時には、呼びか

けに応じて協力して頂ける。 

・ボランティアの高齢化。 継続 

30 感染症に対する勉強会・講習会 D ・検討したが、実施には至って

いない。 

・ニーズがあるので、少しず

つ取り組んでいきたい。 
縮小 
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